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５
月
の
季
語
に
「
薫
風
（
く
ん

ぷ
う
）
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
初
夏
の
薫
り
を
の
せ
て
新
緑

の
間
か
ら
吹
い
て
く
る
さ
わ
や
か

な
風
の
こ
と
。
な
ん
と
も
か
ぐ
わ

し
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

自
分
が
表
現
し
た
い
こ
と
を
言
葉

に
置
き
換
え
る
難
し
さ
は
記
事
作

成
時
に
痛
感
し
ま
す
。
で
も
ば
っ

ち
り
当
て
は
ま
る
言
葉
が
見
つ

か
っ
た
と
き
の
気
分
は
痛
快
で
す
。

（
Ａ
）
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2009年
4・5月号

| 

南
丹
市
立
八
木
小
学
校
|

な
ん
た
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
－14－

※
担
任
の
先
生
、
担
当
教
科
の
先
生

の
講
評
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●総人口：34,965人（－169)
（男：16,798人・女：18,167人）

（－107） （－62）

●世帯数：13,434世帯（－68)
（平成21年4月1日現在）

（　）内は前月比　

「
海
ぞ
く
ポ
ケ
ッ
ト
」

松
本　

和
樹
さ
ん
（
６
年
）

▼

か
み
な
り
ト
ケ
ッ
ポ
の
話
の
様
子
を
生
き

生
き
と
切
り
絵
で
表
し
ま
し
た
。
色
使
い
も

工
夫
し
、
丁
寧
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

ゆ
う 

だ
い

ひ
ろ  

せ

広
瀬　

優
大
く
ん 

（
１
歳
４
カ
月
）

●
八
木
町

「
元
気
に
す
く
す
く
大
き
く
な
っ
て
ね
」

（
じ
い
じ・ば
あ
ば
よ
り
）

ゆう だいひろ  せ

広瀬　優大くん （１歳４カ月）
●八木町

「元気にすくすく大きくなってね」
（じいじ・ばあばより）

　

「
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ブ
」仲

野　

玲
菜
さ
ん
（
５
年
）

▼

大
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
画
面
い
っ
ぱ

い
に
生
き
生
き
と
表
現
で
き
ま
し
た
。
今
に

も
声
が
聞
こ
え
そ
う
で
す
。

【特 集】

「
う
ち
ゅ
う
」

角
山　

翔
太
朗
さ
ん
（
５
年
）

▲広い広い宇宙へ向かって飛び立って
いくロケットの勢いが伝わってくる夢
いっぱいの作品です。

「
お
ひ
さ
ま
パ
ン
」坂

田　

玲
慧
さ
ん
（
６
年
）

▲細かい所まで丁寧にカッターで切り
抜き、カラフルで楽しい切り絵の作品
ができました。

「地域の元気」づくりから
　　　　　「人々の笑顔」へ



　
私
た
ち
が
暮
ら
す
ま
ち
、

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
南
丹
市
。

　
働
く
人
、
学
ぶ
人
、
子
育
て
を
す
る

人
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
年
を
重
ね
た

人
…
、
す
べ
て
の
人
々
が
住
ん
で
良
か

っ
た
と
実
感
で
き
、
そ
し
て
ず
っ
と
住

み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
市
政
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
。

　
南
丹
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一

人
の
生
活
の
場
で
あ
る
地
域
に
目
を
向

け
て
、
人
々
の
元
気
な
笑
顔
が
き
ら
め

く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

 

（
平
成
21
年
度
の
テ
ー
マ
）

①
地
域
や
人
々
が
元
気
づ
く
ま
ち
づ
く

り
（
Ｐ
４
〜
）

②
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

（
Ｐ
５
〜
）

③
市
民
と
共
に
考
え
行
動
す
る
ま
ち
づ

く
り
（
Ｐ
６
〜
）

④
子
育
て
の
環
境
を
整
え
る
ま
ち
づ
く

り
（
Ｐ
７
〜
）

⑤
安
定
し
た
財
政
運
営
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
（
Ｐ
８
〜
）

23

太
陽
が
昇
り
、
朝
が
来
る
と
人
々
が

動
き
出
す
。

晴
れ
で
も
雨
で
も
、
忙
し
く
て
も

の
ん
び
り
し
て
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
一
日
が
過
ぎ
て
い
く
。

そ
し
て

日
が
暮
れ
る
と
、
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と

家
に
明
か
り
が
灯
り
始
め
る
。

明
か
り
一
つ
一
つ
が
集
ま
っ
て
、

こ
こ
に
私
た
ち
の
ま
ち
『
南
丹
市
』

が
あ
る
。

広報なんたん4・5月号 広報なんたん4・5月号

「
地
域
の
元
気
」
づ
く
り
か
ら
「
人
々
の
笑
顔
」
へ

今月の表紙
　元気いっぱいに登校する知井小
学校児童と、それを優しく見守る
「子ども・地域安全見守り隊」。
隊長の大隅重太郎さんは「自分の
健康づくりも兼ねながら地域の安
心につながれば」と平成18年の発
足以来、活動されています。

もくじ

マラウイ体験記／環・境・市・民㉓

いきいき南丹㉒

・平成２０年度南丹市スポーツ・文化賞表彰式
・南丹市国際交流協会設立総会　ほか

行政トピックス⑭

図書館へようこそ！／暮らしにホッと㉔

はじまっています市民協働⑩

ぶらりなんたん㉕

なんたんミュージアム／わが家のアイドル㉘

特集・「地域の元気」づくりから
　　　　　　　　「人々の笑顔」へ

②

インフォメーション⑫
・効果的な“行政経営”を目指して
・商工会の商品券販売開始！
・高額医療・高額介護合算制度

みんなのひろば㉖
・第３回楽しい文化サロン　ほか

町並み（園部町）

平成21年度南丹市予算

総額331億9,458万円
（前年度対比３.９％減）

限
ら
れ
た
財
源
を
活
用
し
て
﹁
最
適
な
行
政
﹂
を
目
指
す

 

家
計
に
例
え
て
み
ま
し
た

　
南
丹
市
の
平
成
21
年
度
予
算
一
般
会

計
の
歳
入
（
収
入
）
・
歳
出
（
支
出
）

を
５
０
０
万
円
の
家
計
に
例
え
る
と
、

給
与
収
入
が
約
１
０
３
万
円
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
収
入
だ
け
で
は

家
族
全
員
の
生
計
が
成
り
立
た
な
い
の

で
、
親
（
国
や
府
な
ど
）
か
ら
大
き
な

援
助
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
上
、
こ

れ
ま
で
積
み
立
て
て
き
た
貯
金
を
少
し

ず
つ
取
り
崩
し
、
金
融
機
関
か
ら
も
借

入
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
支
出
で
は
、
食
費
（
人
件
費
）
や
光

熱
水
費
（
物
件
費
）
を
切
り
詰
め
な
が

ら
、
生
活
の
質
を
落
と
さ
な
い
努
力
を

し
て
い
き
ま
す
。
で
き
る
だ
け
無
駄
を

な
く
し
て
、
今
あ
る
も
の
を
有
効
に
活

用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
厳
し
い
家
計
の
状
況
を
改
善
し

て
い
く
た
め
に
は
、
家
族
全
員
の
理
解

と
協
力
が
必
要
で
す
。
南
丹
市
の
将
来

の
た
め
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
助
け
合

い
な
が
ら
、
快
適
な
暮
ら
し
を
築
い
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

歳出（支出）

歳入（収入）

国民健康保険事業

老人保健事業

介護保険事業

市営バス運行事業

簡易水道事業

下水道事業

土地取得事業

後期高齢者医療事業

３６億　  ９０万円

６，１７０万円

２９億１，０７０万円

４，９１０万円

７億２，５００万円

２９億１，１７０万円

７億４，５６０万円

４億６，６７０万円

給与

副収入

親からの援助

借金

貯金の取り崩し

前年からの繰り越し

20.7%

3.7%

58.0%

10.9%

6.2%

0.5%

1,035,000円

185,000円

2,900,000円

545,000円

310,000円

25,000円

市税

使用料、負担金など

地方交付税

国庫・府支出金

譲与税・交付金など

市債

繰入金

繰越金

43億3,610万円

7億6,730万円

91億  　　　円

23億2,204万円

7億5,830万円

22億9,280万円

13億1,046万円

1億  　　　円

500万円の家計に例えると… 南丹市一般会計　209億8,700万円割合

500万円の家計に例えると… 南丹市一般会計　209億8,700万円割合

食費

医療費、保険料

借金返済

家の増改築費

光熱水費、日用品の購入など

家電製品などの修繕費

地区会費、親戚への援助など

貯金の積立

子どもへの仕送り

慶弔費など

765,000円

445,000円

1,010,000円

670,000円

645,000円

20,000円

755,000円

20,000円

665,000円

5,000円

15.3%

8.9%

20.2%

13.4%

12.9%

0.4%

15.1%

0.4%

13.3%

0.1%

人件費

扶助費

公債費

投資的経費

物件費

維持補修費

補助費等

積立金

繰出金

貸付金、予備費

32億1,164万円

18億6,704万円

42億4,286万円

28億1,720万円

26億9,510万円

8,409万円

31億6,771万円

8,262万円

27億9,852万円

2,022万円

＜予算額内訳＞ （単位未満四捨五入）

一般会計 ２０９億８，７００万円

特別会計 １１４億７，１４０万円

上水道事業会計 ７億３，６１８万円

会計名 予算額

合　計 ３３１億９，４５８万円

特集・「地域の元気」づくりから「人々の笑顔」へ
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地方交付税

国庫・府支出金

譲与税・交付金など

市債

繰入金

繰越金

43億3,610万円

7億6,730万円

91億  　　　円

23億2,204万円

7億5,830万円

22億9,280万円

13億1,046万円

1億  　　　円

500万円の家計に例えると… 南丹市一般会計　209億8,700万円割合

500万円の家計に例えると… 南丹市一般会計　209億8,700万円割合

食費

医療費、保険料

借金返済

家の増改築費

光熱水費、日用品の購入など

家電製品などの修繕費

地区会費、親戚への援助など

貯金の積立

子どもへの仕送り

慶弔費など

765,000円

445,000円

1,010,000円

670,000円

645,000円

20,000円

755,000円

20,000円

665,000円

5,000円

15.3%

8.9%

20.2%

13.4%

12.9%

0.4%

15.1%

0.4%

13.3%

0.1%

人件費

扶助費

公債費

投資的経費

物件費

維持補修費

補助費等

積立金

繰出金

貸付金、予備費

32億1,164万円

18億6,704万円

42億4,286万円

28億1,720万円

26億9,510万円

8,409万円

31億6,771万円

8,262万円

27億9,852万円

2,022万円

＜予算額内訳＞ （単位未満四捨五入）

一般会計 ２０９億８，７００万円

特別会計 １１４億７，１４０万円

上水道事業会計 ７億３，６１８万円

会計名 予算額

合　計 ３３１億９，４５８万円

特集・「地域の元気」づくりから「人々の笑顔」へ



45 広報なんたん4・5月号 広報なんたん4・5月号

▲複線化になって行き違う電車（八木町玉ノ井）

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

「
行
政
運
営
」
か
ら
「
行
政
経
営
」
へ

　
合
併
の
成
果
が
も
た
ら
す
真
の
意
味

で
の
「
新
し
い
ま
ち
南
丹
市
」
を
創
造

し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　
今
、
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
ニ
ー
ズ

に
最
大
限
応
え
る
こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
「
前
例
踏
襲
」
と

い
っ
た
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
古
い
価
値

観
か
ら
脱
却
し
、
新
た
な
課
題
へ
の
迅

速
な
対
応
を
基
本
に
、
安
定
と
発
展
を

可
能
に
す
る
「
経
営
」
の
感
覚
を
取
り

入
れ
た
運
営
形
態
が
必
要
な
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
南
丹
市
が
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
の
が
「
行
政
経
営
」
。

　
行
政
評
価
制
度
の
確
立
に
よ
り
「
必

要
性
」
「
効
率
性
」
「
有
効
性
」
を
明

確
に
し
た
上
で
、
南
丹
市
総
合
振
興
計

画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

事
務
事
業
を
選
定
し
、
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
に
配
分
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　
税
金
投
入
の
目
的
が
明
確
で
な
い
事

業
や
、
成
果
の
表
れ
な
い
事
業
な
ど
は

抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

逆
に
、
住
民
目
線
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
取
り
組
み
も
推
進
し
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
取
捨
選
択
に
お
い
て

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
・
納
得
を

い
た
だ
け
る
よ
う
、
説
明
責
任
を
果
す

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

〝
ほ
ん
ま
も
ん
〞の
「
南
丹
ブ
ラ
ン
ド
」

　
わ
が
ま
ち
で
は
、
各
地
域
で
こ
だ
わ

り
の
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
み

ず
菜
や
壬
生
菜
、
九
条
ネ
ギ
な
ど
の
京

野
菜
の
産
地
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
す
。
こ
の
産
地
と
農
業
の
担
い
手

を
育
て
る
と
と
も
に
（
⑨
・
⑩
）
、
野

生
鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
り
（
⑪
）
、

 

人
や
情
報
が
行
き
交
う
ま
ち
　
　
　
　

　
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の
八
木
―
園
部
間
の

複
線
化
工
事
が
完
了
し
、
３
月
か
ら
供

用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
快
速
な
ど
の
所
要
時
間
が
短
縮
さ

れ
ま
し
た
。
来
春
に
は
、
京
都
―
園
部

間
の
全
線
複
線
化
（
①
）
が
完
成
し
、

本
格
的
な
ダ
イ
ヤ
改
正
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
南
丹
市

営
バ
ス
の
運
行
も
鉄
道
と
の
接
続
を
考

慮
し
た
利
用
し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
編
成
へ

と
見
直
し
を
行
い
、
八
木
駅
・
吉
富

駅
・
園
部
駅
の
駅
周
辺
整
備
も
進
め
て

い
き
ま
す
（
②
）。園
部
駅
以
北
の
複
線

化
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に

要
望
活
動
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
情
報
通
信
格
差
を
な
く
す
た

め
、
今
や
生
活
の
必
需
品
と
も
い
わ
れ

る
携
帯
電
話
な
ど
が
通
じ
な
い
地
域
へ

の
鉄
塔
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す

（
③
）
。

　
そ
し
て
、
に
ぎ
わ
う
ま
ち
づ
く
り
に

は
欠
か
せ
な
い
中
心
市
街
地
の
整
備

（
④
）
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
（
⑤
）

も
促
進
し
、
人
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

 

ふ
る
さ
と
に
住
み
、
ふ
る
さ
と
で
働
く

　
南
丹
市
で
暮
ら
し
て
い
く
上
で
、
働

く
場
所
の
確
保
は
大
変
重
要
な
こ
と
で

す
。
現
在
、
京
都
新
光
悦
村
（
園
部
町

瓜
生
野
・
内
林
町
）
を
は
じ
め
、
市
内

へ
の
企
業
・
工
場
の
誘
致
を
積
極
的
に

進
め
て
い
ま
す
（
⑥
・
⑦
）
。
地
元
雇

用
企
業
へ
の
支
援
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
就
業
機
会
の
拡
大
、
地
域
産
業
経
済

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
商
工
業
者
の
経
営
を
支

援
す
る
た
め
に
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
事
業
と
し
て
小
規
模
企
業
支
援
事
業

補
助
金
の
交
付
事
業
を
新
た
に
実
施
し

ま
す
（
⑧
）
。
働
く
場
と
定
住
環
境
の

両
面
が
整
っ
た
活
気
あ
る
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

特集・「地域の元気」づくりから「人々の笑顔」へ

〈
当
初
予
算
の
主
な
事
業
〉
※
抜
粋

①
山
陰
本
線
複
線
化
事
業
補
助
金

３
億
８
，
６
２
１
万
円

　
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
複
線
化
事
業
に
伴
う

経
費
負
担
と
し
て
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
対

し
補
助
金
を
交
付
（
平
成
17
年
度
以

降
の
南
丹
市
負
担
総
額
約
16
億

　
６
，
６
０
０
万
円
）

②
吉
富
駅
西
・
八
木
駅
西
土
地
区
画
整

理
事
業
　
　
　
　
　
　  

３
７
０
万
円

③
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事
業
　

　
　
　
　
　
　
　  

８
，
６
８
５
万
円

　
携
帯
電
話
の
不
感
地
域
解
消
の
た

め
、
移
動
通
信
用
鉄
塔
を
設
置
（
日

吉
町
海
老
谷
、
美
山
町
上
ヶ
城
、
美

山
町
河
内
谷
）

④
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業
　

　
　
　
　
　
　  

３
億
４
，
０
０
５
万
円

⑤
道
路
新
設
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　  

4
億
3
，
4
6
０
万
円

⑥
京
都
新
光
悦
村
企
業
立
地
奨
励
金

　
　
　
　
　
　
　
　  

１
，
１
９
６
万
円

⑦
工
場
誘
致
事
業
奨
励
金

　
　
　
　
　
　  

２
億
２
，
８
９
２
万
円

⑧
小
規
模
企
業
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　  

１
，
０
０
０
万
円

⑨
野
菜
等
経
営
安
定
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
８
４
０
万
円

⑩
担
い
手
育
成
事
業

　
　
　
　
　
　  

　
　
１
，
１
６
０
万
円

　
認
定
農
業
者
・
集
落
営
農
組
織
へ
の

規
模
拡
大
に
向
け
た
支
援

⑪
野
生
鳥
獣
被
害
総
合
対
策
事
業
　  

　

　
　
　
　
　  

　
　
４
，
８
５
７
万
円

⑫
伝
統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議
全
国

大
会
推
進
事
業

　
　
　
　
　  

　
（
新
規
）
５
０
０
万
円

⑬
国
民
文
化
祭
推
進
事
業
　  

6
3
万
円

⑭
発
達
支
援
セ
ン
タ
�
管
理
運
営
費

　
　
　
　
　
　
　
　  

３
，
９
１
０
万
円

⑮
災
害
時
要
配
慮
者
台
帳
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

１
９
６
万
円

⑯
外
出
支
援
サ
�
ビ
ス
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　  

２
，
９
０
８
万
円

⑰
診
療
所
地
域
医
療
活
動
助
成
金

　
　
　
　
　
　
　
　  

２
，
５
０
０
万
円

⑱
公
立
南
丹
病
院
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　  

　
４
億
７
，
６
８
４
万
円

⑲
短
期
人
間
ド
�
ク
利
用
助
成
金

　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
２
０
０
万
円

⑳
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　  

１
億
７
，
０
０
０
万
円

㉑
景
観
形
成
推
進
事
業
　  

２
８
０
万
円

㉒
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事

業
　
　
　
　
　
　  

2
，
5
0
1
万
円

㉓
資
源
ご
み
集
団
回
収
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

１
８
０
万
円

捕
獲
さ
れ
た
シ
カ
肉
の
有
効
活
用
な
ど

観
光
と
連
携
し
た
振
興
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
市
域
に
は
多
く
の
工
芸
家
が

在
住
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多
彩
な
「
も

の
づ
く
り
」
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
秋
に
京
都
市
・
南
丹
市
で
開
催

さ
れ
る
伝
統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議

全
国
大
会
、
そ
し
て
平
成
23
年
に
京
都

で
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
で
は
、
地

域
・
学
校
・
各
種
団
体
と
連
携
し
、
南

丹
市
の
工
芸
文
化
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
農
林
業
も
含
め
て
、
豊
か
な
環
境

の
中
で
大
切
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
南
丹
市

な
ら
で
は
の「
ほ
ん
ま
も
ん
」を
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
（
⑫
・
⑬
）
。

  

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
へ
　

　
今
年
４
月
に
新
た
に
開
設
し
た
「
南

丹
市
子
育
て
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
。

「
つ
く
し
園
」
の
療
育
事
業
を
移
設
す

る
と
と
も
に
、
発
達
障
が
い
な
ど
、
育

ち
に
支
え
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
専
門
的
な▲旧川辺保育所を改修して開設した子育て発達支援センター

相
談
の
受
付
や
一
時
的
な
預
か
り
を
行

い
ま
す
（
⑭
）
。

　
災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
に

不
安
の
あ
る
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
方
を
地
域
で
支
え
る
た

め
に
、
平
成
20
年
度
に
作
成
し
た
要
援

護
者
台
帳
・
マ
ッ
プ
を
シ
ス
テ
ム
化

（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
し
ま
す
。
情

報
を
共
有
す
る
関
係
機
関
に
最
新
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
連

携
強
化
を
図
り
ま
す
（
⑮
）
。
ま
た
、

医
療
機
関
や
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
送
迎

を
行
う
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
全

市
域
に
拡
充
し
、
自
立
に
向
け
た
支
援

を
し
ま
す
（
⑯
）
。
そ
し
て
、
地
域
で

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
た
め
の

体
制
作
り
を
進
め
（
⑰
・
⑱
）
、
健
康

の
保
持
・
増
進
を
支
援
し
、
健
康
意
識

を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
健
康
診
査

や
保
健
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
（
⑲
）
。

 

も
し
も
の
時
に
備
え
た
環
境
整
備
　
　

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
・
安
全
な
生

活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
自
主

防
災
体
制
へ
の
支
援
・
充
実
と
、
生
活

道
路
の
確
保
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
20
年
度
に
引
き
続
き
、

美
山
地
域
の
防
災
行
政
無
線
施
設
の
整

備
を
行
い
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
の
供

用
開
始
を
目
指
し
ま
す
（
⑳
）
。

 

自
然
・
環
境
を
後
世
ま
で

　
森
・
里
・
ま
ち
が
き
ら
め
く
南
丹
市

の
景
観
は
、
市
民
み
ん
な
の
宝
物
で

す
。
こ
の
景
観
を
後
世
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
と
し
て
景

観
条
例
を
制
定
し
、
必
要
に
応
じ
て
エ

リ
ア
設
定
を
し
て
景
観
計
画
を
策
定
し

て
い
き
ま
す
（
㉑
）
。
そ
し
て
、
こ
の

豊
か
な
自
然
環
境
を
市
民
み
ん
な
で
守

る
活
動
や
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
防
止

や
公
害
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
や
環

境
美
化
活
動
を
進
め
ま
す
（
㉒
・
㉓
）
。

地
域
や
人
々
が
元
気
づ
く
ま
ち
づ
く
り
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安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

「
行
政
運
営
」
か
ら
「
行
政
経
営
」
へ

　
合
併
の
成
果
が
も
た
ら
す
真
の
意
味

で
の
「
新
し
い
ま
ち
南
丹
市
」
を
創
造

し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　
今
、
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
ニ
ー
ズ

に
最
大
限
応
え
る
こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
「
前
例
踏
襲
」
と

い
っ
た
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
古
い
価
値

観
か
ら
脱
却
し
、
新
た
な
課
題
へ
の
迅

速
な
対
応
を
基
本
に
、
安
定
と
発
展
を

可
能
に
す
る
「
経
営
」
の
感
覚
を
取
り

入
れ
た
運
営
形
態
が
必
要
な
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
南
丹
市
が
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
の
が
「
行
政
経
営
」
。

　
行
政
評
価
制
度
の
確
立
に
よ
り
「
必

要
性
」
「
効
率
性
」
「
有
効
性
」
を
明

確
に
し
た
上
で
、
南
丹
市
総
合
振
興
計

画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

事
務
事
業
を
選
定
し
、
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
に
配
分
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　
税
金
投
入
の
目
的
が
明
確
で
な
い
事

業
や
、
成
果
の
表
れ
な
い
事
業
な
ど
は

抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

逆
に
、
住
民
目
線
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
取
り
組
み
も
推
進
し
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
取
捨
選
択
に
お
い
て

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
・
納
得
を

い
た
だ
け
る
よ
う
、
説
明
責
任
を
果
す

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

〝
ほ
ん
ま
も
ん
〞の
「
南
丹
ブ
ラ
ン
ド
」

　
わ
が
ま
ち
で
は
、
各
地
域
で
こ
だ
わ

り
の
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
み

ず
菜
や
壬
生
菜
、
九
条
ネ
ギ
な
ど
の
京

野
菜
の
産
地
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
す
。
こ
の
産
地
と
農
業
の
担
い
手

を
育
て
る
と
と
も
に
（
⑨
・
⑩
）
、
野

生
鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
り
（
⑪
）
、

 

人
や
情
報
が
行
き
交
う
ま
ち
　
　
　
　

　
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の
八
木
―
園
部
間
の

複
線
化
工
事
が
完
了
し
、
３
月
か
ら
供

用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
快
速
な
ど
の
所
要
時
間
が
短
縮
さ

れ
ま
し
た
。
来
春
に
は
、
京
都
―
園
部

間
の
全
線
複
線
化
（
①
）
が
完
成
し
、

本
格
的
な
ダ
イ
ヤ
改
正
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
南
丹
市

営
バ
ス
の
運
行
も
鉄
道
と
の
接
続
を
考

慮
し
た
利
用
し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
編
成
へ

と
見
直
し
を
行
い
、
八
木
駅
・
吉
富

駅
・
園
部
駅
の
駅
周
辺
整
備
も
進
め
て

い
き
ま
す
（
②
）。園
部
駅
以
北
の
複
線

化
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に

要
望
活
動
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
情
報
通
信
格
差
を
な
く
す
た

め
、
今
や
生
活
の
必
需
品
と
も
い
わ
れ

る
携
帯
電
話
な
ど
が
通
じ
な
い
地
域
へ

の
鉄
塔
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す

（
③
）
。

　
そ
し
て
、
に
ぎ
わ
う
ま
ち
づ
く
り
に

は
欠
か
せ
な
い
中
心
市
街
地
の
整
備

（
④
）
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
（
⑤
）

も
促
進
し
、
人
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

 

ふ
る
さ
と
に
住
み
、
ふ
る
さ
と
で
働
く

　
南
丹
市
で
暮
ら
し
て
い
く
上
で
、
働

く
場
所
の
確
保
は
大
変
重
要
な
こ
と
で

す
。
現
在
、
京
都
新
光
悦
村
（
園
部
町

瓜
生
野
・
内
林
町
）
を
は
じ
め
、
市
内

へ
の
企
業
・
工
場
の
誘
致
を
積
極
的
に

進
め
て
い
ま
す
（
⑥
・
⑦
）
。
地
元
雇

用
企
業
へ
の
支
援
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
就
業
機
会
の
拡
大
、
地
域
産
業
経
済

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
商
工
業
者
の
経
営
を
支

援
す
る
た
め
に
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
事
業
と
し
て
小
規
模
企
業
支
援
事
業

補
助
金
の
交
付
事
業
を
新
た
に
実
施
し

ま
す
（
⑧
）
。
働
く
場
と
定
住
環
境
の

両
面
が
整
っ
た
活
気
あ
る
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

特集・「地域の元気」づくりから「人々の笑顔」へ

〈
当
初
予
算
の
主
な
事
業
〉
※
抜
粋

①
山
陰
本
線
複
線
化
事
業
補
助
金

３
億
８
，
６
２
１
万
円

　
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
複
線
化
事
業
に
伴
う

経
費
負
担
と
し
て
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
対

し
補
助
金
を
交
付
（
平
成
17
年
度
以

降
の
南
丹
市
負
担
総
額
約
16
億

　
６
，
６
０
０
万
円
）

②
吉
富
駅
西
・
八
木
駅
西
土
地
区
画
整

理
事
業
　
　
　
　
　
　  

３
７
０
万
円

③
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事
業
　

　
　
　
　
　
　
　  

８
，
６
８
５
万
円

　
携
帯
電
話
の
不
感
地
域
解
消
の
た

め
、
移
動
通
信
用
鉄
塔
を
設
置
（
日

吉
町
海
老
谷
、
美
山
町
上
ヶ
城
、
美

山
町
河
内
谷
）

④
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業
　

　
　
　
　
　
　  

３
億
４
，
０
０
５
万
円

⑤
道
路
新
設
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　  

4
億
3
，
4
6
０
万
円

⑥
京
都
新
光
悦
村
企
業
立
地
奨
励
金

　
　
　
　
　
　
　
　  

１
，
１
９
６
万
円

⑦
工
場
誘
致
事
業
奨
励
金

　
　
　
　
　
　  

２
億
２
，
８
９
２
万
円

⑧
小
規
模
企
業
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　  

１
，
０
０
０
万
円

⑨
野
菜
等
経
営
安
定
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
８
４
０
万
円

⑩
担
い
手
育
成
事
業

　
　
　
　
　
　  

　
　
１
，
１
６
０
万
円

　
認
定
農
業
者
・
集
落
営
農
組
織
へ
の

規
模
拡
大
に
向
け
た
支
援

⑪
野
生
鳥
獣
被
害
総
合
対
策
事
業
　  

　

　
　
　
　
　  

　
　
４
，
８
５
７
万
円

⑫
伝
統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議
全
国

大
会
推
進
事
業

　
　
　
　
　  

　
（
新
規
）
５
０
０
万
円

⑬
国
民
文
化
祭
推
進
事
業
　  

6
3
万
円

⑭
発
達
支
援
セ
ン
タ
�
管
理
運
営
費

　
　
　
　
　
　
　
　  

３
，
９
１
０
万
円

⑮
災
害
時
要
配
慮
者
台
帳
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

１
９
６
万
円

⑯
外
出
支
援
サ
�
ビ
ス
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　  

２
，
９
０
８
万
円

⑰
診
療
所
地
域
医
療
活
動
助
成
金

　
　
　
　
　
　
　
　  

２
，
５
０
０
万
円

⑱
公
立
南
丹
病
院
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　  

　
４
億
７
，
６
８
４
万
円

⑲
短
期
人
間
ド
�
ク
利
用
助
成
金

　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
２
０
０
万
円

⑳
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　  

１
億
７
，
０
０
０
万
円

㉑
景
観
形
成
推
進
事
業
　  

２
８
０
万
円

㉒
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事

業
　
　
　
　
　
　  

2
，
5
0
1
万
円

㉓
資
源
ご
み
集
団
回
収
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

１
８
０
万
円

捕
獲
さ
れ
た
シ
カ
肉
の
有
効
活
用
な
ど

観
光
と
連
携
し
た
振
興
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
市
域
に
は
多
く
の
工
芸
家
が

在
住
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多
彩
な
「
も

の
づ
く
り
」
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
秋
に
京
都
市
・
南
丹
市
で
開
催

さ
れ
る
伝
統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議

全
国
大
会
、
そ
し
て
平
成
23
年
に
京
都

で
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
で
は
、
地

域
・
学
校
・
各
種
団
体
と
連
携
し
、
南

丹
市
の
工
芸
文
化
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
農
林
業
も
含
め
て
、
豊
か
な
環
境

の
中
で
大
切
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
南
丹
市

な
ら
で
は
の「
ほ
ん
ま
も
ん
」を
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
（
⑫
・
⑬
）
。

  

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
へ
　

　
今
年
４
月
に
新
た
に
開
設
し
た
「
南

丹
市
子
育
て
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
。

「
つ
く
し
園
」
の
療
育
事
業
を
移
設
す

る
と
と
も
に
、
発
達
障
が
い
な
ど
、
育

ち
に
支
え
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
専
門
的
な▲旧川辺保育所を改修して開設した子育て発達支援センター

相
談
の
受
付
や
一
時
的
な
預
か
り
を
行

い
ま
す
（
⑭
）
。

　
災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
に

不
安
の
あ
る
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
方
を
地
域
で
支
え
る
た

め
に
、
平
成
20
年
度
に
作
成
し
た
要
援

護
者
台
帳
・
マ
ッ
プ
を
シ
ス
テ
ム
化

（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
し
ま
す
。
情

報
を
共
有
す
る
関
係
機
関
に
最
新
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
連

携
強
化
を
図
り
ま
す
（
⑮
）
。
ま
た
、

医
療
機
関
や
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
送
迎

を
行
う
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
全

市
域
に
拡
充
し
、
自
立
に
向
け
た
支
援

を
し
ま
す
（
⑯
）
。
そ
し
て
、
地
域
で

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
た
め
の

体
制
作
り
を
進
め
（
⑰
・
⑱
）
、
健
康

の
保
持
・
増
進
を
支
援
し
、
健
康
意
識

を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
健
康
診
査

や
保
健
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
（
⑲
）
。

 

も
し
も
の
時
に
備
え
た
環
境
整
備
　
　

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
・
安
全
な
生

活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
自
主

防
災
体
制
へ
の
支
援
・
充
実
と
、
生
活

道
路
の
確
保
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
20
年
度
に
引
き
続
き
、

美
山
地
域
の
防
災
行
政
無
線
施
設
の
整

備
を
行
い
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
の
供

用
開
始
を
目
指
し
ま
す
（
⑳
）
。

 

自
然
・
環
境
を
後
世
ま
で

　
森
・
里
・
ま
ち
が
き
ら
め
く
南
丹
市

の
景
観
は
、
市
民
み
ん
な
の
宝
物
で

す
。
こ
の
景
観
を
後
世
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
と
し
て
景

観
条
例
を
制
定
し
、
必
要
に
応
じ
て
エ

リ
ア
設
定
を
し
て
景
観
計
画
を
策
定
し

て
い
き
ま
す
（
㉑
）
。
そ
し
て
、
こ
の

豊
か
な
自
然
環
境
を
市
民
み
ん
な
で
守

る
活
動
や
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
防
止

や
公
害
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
や
環

境
美
化
活
動
を
進
め
ま
す
（
㉒
・
㉓
）
。

地
域
や
人
々
が
元
気
づ
く
ま
ち
づ
く
り
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パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
育
て
る

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
「
市
民

協
働
」
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ

て
き
ま
す
。
市
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
明
確
に
し
、
お
互
い
に
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ

て
、
一
緒
に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
も
の
で
す
。
現
在
、
「
市
民

と
共
に
担
う
ま
ち
づ
く
り
手
法
検
討
委

員
会
」
で
、
そ
の
手
法
や
ル
ー
ル
づ
く

り
に
つ
い
て
協
議
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま

す
（
㉔
）
。

　
市
民
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
の
一

つ
、
「
南
丹
市
国
際
交
流
協
会
」
が
３

月
末
に
発
足
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
中
心

と
な
っ
て
国
際
交
流
事
業
を
展
開
さ
れ

ま
す
（
㉕
）
。
ま
た
、
地
域
の
伝
統
行

事
や
地
域
文
化
の
熟
練
者
な
ど
多
様
な

人
材
を
掘
り
起
こ
す
人
材
登
録
制
度
「
達

人
バ
ン
ク
」を
新
た
に
設
け
ま
す（
㉖
）。

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
躍
の
場
と
し
て
、

優
れ
た
技
能
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
に
数
あ
る
大
学
な
ど
と

連
携
し
た
取
り
組
み
も
進
め
、
学
生
の

力
を
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
と

と
も
に
、
「
学
生
の
ま
ち
」
と
し
て
学

生
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
目

指
し
ま
す
（
㉗
・
㉘
・
㉙
）
。

 

広
く
お
知
ら
せ
し
、
広
く
聴
く
　
　
　

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
進
め
て

い
く
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
市
の
状
況
や
取
り
組

む
施
策
に
つ
い
て
、
ご
理
解
い
た
だ
く

た
め
に
「
広
報
な
ん
た
ん
」
や
「
お
知

㉔
市
民
協
働
推
進
事
業
　     

4
7
万
円

㉕
国
際
交
流
事
業

　
　
　
　
　  

　
（
新
規
）
２
０
４
万
円

㉖
達
人
バ
ン
ク
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　  

（
新
規
）
1
3
万
円

㉗
大
学
等
連
携
協
力
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
2
1
万
円

　
美
山
で
大
学
な
ど
と
連
携
し
た
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催

㉘
ふ
る
さ
と
共
援
活
動
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
１
３
０
万
円

　
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
行
し
た
地
域

と
大
学
な
ど
が
連
携
し
て
集
落
の
再

生
を
図
る
（
平
成
20
年
度
美
山
町
福

居
地
区
、
平
成
21
年
度
日
吉
町
五
ヶ

荘
地
区
で
実
施
）

㉙
産
官
学
公
連
携
協
議
会
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
5
2
万
円

　
美
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
佛
教
大

学
、
市
が
取
り
組
む
地
域
づ
く
り
や

教
育
研
究
活
動
へ
の
助
成

 

地
域
の
み
ん
な
が
子
育
て
応
援
団
　
　

　
少
子
化
や
核
家
族
化
が
進
み
、
子
育

て
に
対
す
る
考
え
方
や
環
境
が
以
前
に

比
べ
て
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

両
親
が
共
に
就
労
す
る
家
庭
が
増
加

し
、
保
育
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
核
家
族
化
で
身
近
に
相
談

で
き
る
人
が
な
く
、
子
育
て
に
不
安
や

悩
み
を
持
ち
な
が
ら
孤
立
す
る
親
も
増

え
、
こ
れ
が
幼
児
虐
待
に
つ
な
が
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
が

ち
な
昨
今
、
子
育
て
力
の
低
下
に
よ
る

こ
の
よ
う
な
問
題
の
未
然
防
止
や
早
期

発
見
を
図
る
た
め
、
地
域
全
体
で
子
育

て
を
支
援
す
る
環
境
を
つ
く
る
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

　
「
南
丹
市
子
育
て
支
援
条
例
」
が
昨

年
９
月
議
会
で
の
議
決
を
経
て
、
こ
の

４
月
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。
本
条
例
に

よ
り
、
子
宝
祝
金
、
子
育
て
手
当
、
入

学
祝
金
を
支
給
し
ま
す
（
㉚
・
㉛
・

32
）
。
ま
た
、
引
き
続
き
０
歳
か
ら
18

歳
ま
で
（
高
校
在
学
中
の
生
徒
は
19
歳

ま
で
）
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
（
33
）
。

　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
事
業
で

は
、
園
部
地
域
に
加
え
て
八
木
・
日

吉
・
美
山
地
域
に
お
い
て
も
事
業
拡
大

し
、
子
育
て
相
談
業
務
や
情
報
の
提

供
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
へ
の
支
援
な
ど

を
行
い
ま
す
（
34
）
。

　
ま
た
、
平
成
20
年
度
か
ら
の
継
続
事

業
と
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を

「
預
け
た
い
人
」
「
預
か
る
人
」
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
地
域
で
作
り
、
仕
事
と

育
児
が
両
立
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
ま

す
（
35
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
継
続
し
た
支
援
で
、

南
丹
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

育
て
て
い
き
ま
す
。

 

育
ち
と
学
び
の
環
境
づ
く
り
　
　
　
　

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
自
ら
学
ぶ

意
欲
や
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
な

ど
を
培
う
「
確
か
な
学
力
」
と
「
生
き

る
力
」
の
育
成
は
重
要
な
課
題
で
す
。

生
き
生
き
と
学
び
な
が
ら
、
健
や
か
に

育
つ
教
育
環
境
の
整
備
充
実
を
目
指

し
、
安
心
・
安
全
の
学
校
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

ら
せ
な
ん
た
ん
」
、
そ
し
て
全
市
域
で

整
備
が
完
了
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

活
用
し
、
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く

情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
必

要
な
情
報
が
い
つ
で
も
取
り
出
せ
る
よ

う
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

　
「
地
域
づ
く
り
出
前
講
座
」
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
へ
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
地
域
づ
く
り
に
役
立
て

て
い
た
だ
く
た
め
に
市
職
員
が
地
域
に

出
向
い
て
市
の
事
業
や
施
策
を
説
明
し

ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
や
意

見
を
お
伺
い
す
る
た
め
の
市
政
懇
談
会

も
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
よ
り
良
い
ま

ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

市
民
と
共
に
考
え
行
動
す
る
ま
ち
づ
く
り

子
育
て
の
環
境
を
整
え
る
ま
ち
づ
く
り

▲「地域づくり出前講座」

▲子育てすこやかセンターで親子、親同士のつながりを深めます

㉚子宝祝金
　　　　　　　     １，２００万円
　子どもの出産を祝福し、一人当

たり５万円を支給
㉛子育て手当
　　　　　　　     ４，２３２万円
　健やかな成長を支援するため、

月額で第１子２，０００円、第２子
３，０００円、第３子以上５，０００
円を満5歳まで支給
32入学祝金
　　　　　　　     ２，３２２万円
　子どもが小学校入学時に３万円、

中学校入学時に４万円を支給
33すこやか子育て医療給付金　
　　　　　　     ２，８０７万円
34地域子育てすこやかセンター事
業　　　　　      １，１５０万円
35ファミリーサポート事業
　　　　　　　　　   ８０７万円

特集・「地域の元気」づくりから「人々の笑顔」へ
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パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
育
て
る

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
「
市
民

協
働
」
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ

て
き
ま
す
。
市
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
明
確
に
し
、
お
互
い
に
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ

て
、
一
緒
に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
も
の
で
す
。
現
在
、
「
市
民

と
共
に
担
う
ま
ち
づ
く
り
手
法
検
討
委

員
会
」
で
、
そ
の
手
法
や
ル
ー
ル
づ
く

り
に
つ
い
て
協
議
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま

す
（
㉔
）
。

　
市
民
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
の
一

つ
、
「
南
丹
市
国
際
交
流
協
会
」
が
３

月
末
に
発
足
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
中
心

と
な
っ
て
国
際
交
流
事
業
を
展
開
さ
れ

ま
す
（
㉕
）
。
ま
た
、
地
域
の
伝
統
行

事
や
地
域
文
化
の
熟
練
者
な
ど
多
様
な

人
材
を
掘
り
起
こ
す
人
材
登
録
制
度
「
達

人
バ
ン
ク
」を
新
た
に
設
け
ま
す（
㉖
）。

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
躍
の
場
と
し
て
、

優
れ
た
技
能
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
に
数
あ
る
大
学
な
ど
と

連
携
し
た
取
り
組
み
も
進
め
、
学
生
の

力
を
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
と

と
も
に
、
「
学
生
の
ま
ち
」
と
し
て
学

生
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
目

指
し
ま
す
（
㉗
・
㉘
・
㉙
）
。

 

広
く
お
知
ら
せ
し
、
広
く
聴
く
　
　
　

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
進
め
て

い
く
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
市
の
状
況
や
取
り
組

む
施
策
に
つ
い
て
、
ご
理
解
い
た
だ
く

た
め
に
「
広
報
な
ん
た
ん
」
や
「
お
知

㉔
市
民
協
働
推
進
事
業
　     

4
7
万
円

㉕
国
際
交
流
事
業

　
　
　
　
　  

　
（
新
規
）
２
０
４
万
円

㉖
達
人
バ
ン
ク
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　  

（
新
規
）
1
3
万
円

㉗
大
学
等
連
携
協
力
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
2
1
万
円

　
美
山
で
大
学
な
ど
と
連
携
し
た
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催

㉘
ふ
る
さ
と
共
援
活
動
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
１
３
０
万
円

　
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
行
し
た
地
域

と
大
学
な
ど
が
連
携
し
て
集
落
の
再

生
を
図
る
（
平
成
20
年
度
美
山
町
福

居
地
区
、
平
成
21
年
度
日
吉
町
五
ヶ

荘
地
区
で
実
施
）

㉙
産
官
学
公
連
携
協
議
会
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
5
2
万
円

　
美
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
佛
教
大

学
、
市
が
取
り
組
む
地
域
づ
く
り
や

教
育
研
究
活
動
へ
の
助
成

 

地
域
の
み
ん
な
が
子
育
て
応
援
団
　
　

　
少
子
化
や
核
家
族
化
が
進
み
、
子
育

て
に
対
す
る
考
え
方
や
環
境
が
以
前
に

比
べ
て
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

両
親
が
共
に
就
労
す
る
家
庭
が
増
加

し
、
保
育
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
核
家
族
化
で
身
近
に
相
談

で
き
る
人
が
な
く
、
子
育
て
に
不
安
や

悩
み
を
持
ち
な
が
ら
孤
立
す
る
親
も
増

え
、
こ
れ
が
幼
児
虐
待
に
つ
な
が
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
が

ち
な
昨
今
、
子
育
て
力
の
低
下
に
よ
る

こ
の
よ
う
な
問
題
の
未
然
防
止
や
早
期

発
見
を
図
る
た
め
、
地
域
全
体
で
子
育

て
を
支
援
す
る
環
境
を
つ
く
る
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

　
「
南
丹
市
子
育
て
支
援
条
例
」
が
昨

年
９
月
議
会
で
の
議
決
を
経
て
、
こ
の

４
月
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。
本
条
例
に

よ
り
、
子
宝
祝
金
、
子
育
て
手
当
、
入

学
祝
金
を
支
給
し
ま
す
（
㉚
・
㉛
・

32
）
。
ま
た
、
引
き
続
き
０
歳
か
ら
18

歳
ま
で
（
高
校
在
学
中
の
生
徒
は
19
歳

ま
で
）
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
（
33
）
。

　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
事
業
で

は
、
園
部
地
域
に
加
え
て
八
木
・
日

吉
・
美
山
地
域
に
お
い
て
も
事
業
拡
大

し
、
子
育
て
相
談
業
務
や
情
報
の
提

供
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
へ
の
支
援
な
ど

を
行
い
ま
す
（
34
）
。

　
ま
た
、
平
成
20
年
度
か
ら
の
継
続
事

業
と
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を

「
預
け
た
い
人
」
「
預
か
る
人
」
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
地
域
で
作
り
、
仕
事
と

育
児
が
両
立
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
ま

す
（
35
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
継
続
し
た
支
援
で
、

南
丹
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

育
て
て
い
き
ま
す
。

 

育
ち
と
学
び
の
環
境
づ
く
り
　
　
　
　

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
自
ら
学
ぶ

意
欲
や
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
な

ど
を
培
う
「
確
か
な
学
力
」
と
「
生
き

る
力
」
の
育
成
は
重
要
な
課
題
で
す
。

生
き
生
き
と
学
び
な
が
ら
、
健
や
か
に

育
つ
教
育
環
境
の
整
備
充
実
を
目
指

し
、
安
心
・
安
全
の
学
校
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

ら
せ
な
ん
た
ん
」
、
そ
し
て
全
市
域
で

整
備
が
完
了
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

活
用
し
、
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く

情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
必

要
な
情
報
が
い
つ
で
も
取
り
出
せ
る
よ

う
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

　
「
地
域
づ
く
り
出
前
講
座
」
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
へ
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
地
域
づ
く
り
に
役
立
て

て
い
た
だ
く
た
め
に
市
職
員
が
地
域
に

出
向
い
て
市
の
事
業
や
施
策
を
説
明
し

ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
や
意

見
を
お
伺
い
す
る
た
め
の
市
政
懇
談
会

も
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
よ
り
良
い
ま

ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

市
民
と
共
に
考
え
行
動
す
る
ま
ち
づ
く
り

子
育
て
の
環
境
を
整
え
る
ま
ち
づ
く
り

▲「地域づくり出前講座」

▲子育てすこやかセンターで親子、親同士のつながりを深めます

㉚子宝祝金
　　　　　　　     １，２００万円
　子どもの出産を祝福し、一人当

たり５万円を支給
㉛子育て手当
　　　　　　　     ４，２３２万円
　健やかな成長を支援するため、

月額で第１子２，０００円、第２子
３，０００円、第３子以上５，０００
円を満5歳まで支給
32入学祝金
　　　　　　　     ２，３２２万円
　子どもが小学校入学時に３万円、

中学校入学時に４万円を支給
33すこやか子育て医療給付金　
　　　　　　     ２，８０７万円
34地域子育てすこやかセンター事
業　　　　　      １，１５０万円
35ファミリーサポート事業
　　　　　　　　　   ８０７万円

特集・「地域の元気」づくりから「人々の笑顔」へ
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生
き
生
き
と
学
び
な
が
ら
、
健
や
か
に

育
つ
教
育
環
境
の
整
備
充
実
を
目
指

し
、
安
心
・
安
全
の
学
校
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。
平
成
21
年
度
は
、
八
木
中
央

幼
児
学
園
（
八
木
中
央
幼
稚
園
）
の
園

舎
、
園
部
小
学
校
体
育
館
、
神
吉
小
学

校
体
育
館
、
殿
田
中
学
校
体
育
館
の
耐

震
補
強
工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す

（
36
）
。

　
授
業
方
法
や
指
導
内
容
に
関
す
る
研

究
委
託
事
業
、
少
人
数
教
育
に
係
る
講

師
の
配
置
な
ど
も
引
き
続
き
行
い
、
子

ど
も
た
ち
の
学
力
の
充
実
と
向
上
を
図

っ
て
い
き
ま
す
（
37
）
。
ま
た
、
障
が

い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
生
き
生
き

と
楽
し
い
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
増
員
し
て
配

置
し
、
よ
り
細
か
な
配
慮
で
支
え
ま

す
。
ま
た
、
特
徴
あ
る
教
育
の
一
つ
と

し
て
、
外
国
語
指
導
助
手
を
学
校
に
派

遣
し
、
小
学
校
に
お
け
る
英
語
活
動
、

中
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
を
進
め
て

い
ま
す
（
38
）。
子
ど
も
た
ち
の
表
現

力
・
国
語
力
・
創
造
力
を
豊
か
な
も
の

に
す
る
読
書
活
動
で
は
、
日
常
的
に
本

に
親
し
む
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
引

き
続
き
読
書
指
導
員
を
配
置
し
、
読
書

へ
の
広
が
り
と
深
ま
り
を
目
指
し
て
い

ま
す（
39
）。

　
学
校
給
食
に
お
い
て
は
、
殿
田
小
学

校
の
改
築
に
合
わ
せ
て
平
成
20
年
度
事

業
で
敷
地
内
に
共
同
調
理
場
を
整
備
。

 

ま
ち
づ
く
り
の
財
源
を
確
保
　
　
　
　

　
厳
し
い
景
気
後
退
の
中
で
ま
ち
づ
く

り
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
税
や
科

金
の
徴
収
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
市

税
は
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
う

た
め
の
費
用
で
あ
り
、
所
得
や
資
産
の

状
況
に
応
じ
て
公
平
に
負
担
し
て
い
た

36
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
耐
震
補
強
工

事
　
　 

（
新
規
）
１
億
７
，
８
５
３
万
円

37
学
力
充
実
・
少
人
数
指
導
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　 

３
，
０
０
５
万
円

38
小
・
中
学
校
英
会
話
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　 

１
，
４
２
０
万
円

39
読
書
指
導
員
配
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

３
５
２
万
円

40
日
吉
給
食
共
同
調
理
場
運
営
費
　
　 

　
　
　 

（
新
規
）
１
，
１
８
５
万
円

41
公
有
財
産
等
処
分
等
に
関
す
る
検
討

委
員
会
運
営
費
　
　
　
　 

1
7
万
円

42
行
政
評
価
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

６
８
３
万
円

43
公
共
事
業
再
評
価
委
員
会
運
営
費

　
　
　
　
　
　
　 

（
新
規
）
1
0
万
円

だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。
旧
町
か
ら
の

税
率
を
使
用
し
て
い
る
固
定
資
産
税
や

都
市
計
画
税
、
水
道
料
金
、
下
水
道
使

用
料
な
ど
に
つ
い
て
も
統
一
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
財
源
創
出
に
向
け

て
知
恵
を
絞
っ
て
、
安
定
的
な
財
源
の

確
保
を
目
指
し
ま
す
。

安
定
し
た
財
政
運
営
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

▲子どもたちの興味を誘う授業の進め方で成果を発表

▲４月に運営を開始した日吉学校給食共同調理場

田植え風景（八木町）

４
月
か
ら
日
吉
町
内
の
殿
田
小
学
校
・

胡
麻
郷
小
学
校
の
給
食
を
開
始
し
て
い

ま
す
（
40
）
。

 

保
育
と
教
育
が
共
存
で
き
る
環
境
へ
　

　
幼
稚
園
は
文
部
科
学
省
所
管
で
、
就

学
前
の
幼
児
を
、
遊
び
を
通
し
て
心
豊

か
に
た
く
ま
し
く
「
生
き
る
力
」
を
育

成
す
る
教
育
機
関
。
保
育
所
は
厚
生
労

働
省
所
管
で
、
保
護
者
が
労
働
や
病
気

な
ど
の
た
め
に
昼
間
保
育
に
欠
け
る
乳

幼
児
を
保
育
す
る
施
設
で
す
。

　
平
成
21
年
度
か
ら
幼
稚
園
の
教
育
要

領
、
保
育
所
の
保
育
指
針
が
共
に
改
正

さ
れ
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
就
学
前
教

育
と
し
て
幼
児
教
育
と
保
育
に
つ
な
が

り
を
持
た
せ
て
い
き
ま
す
。

　
市
役
所
の
事
務
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
幼
稚
園
は
学
校
教
育
課
が
、
保
育

所
は
子
育
て
支
援
課
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当

し
て
い
ま
し
た
が
、
子
育
て
支
援
課
で

一
体
的
に
事
務
処
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　四
季
の
彩
り
に
満
ち
た
清
流
と
、

そ
の
水
源
を
か
ん
養
す
る
森
。

　農
林
産
物
の
恵
み
を
も
た
ら
す
里

の
ぬ
く
も
り
。

　人
情
味
に
あ
ふ
れ
、
来
訪
者
の
心

に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
ふ
る
さ
と
の
原

風
景
。

　利
便
性
を
一
層
高
め
、
に
ぎ
わ
い

を
創
出
す
る
中
心
市
街
地
。

　高
い
理
想
と
志
で
、
無
限
の
可
能

性
が
広
が
る
多
く
の
学
生
た
ち
。

　地
域
に
に
ぎ
や
か
な
子
ど
も
た
ち

の
声
と
、
温
か
く
見
守
る
優
し
さ
が

あ
ふ
れ
る
。

　南
丹
市
の
宝
で
あ
る
、
か
け
が
え

の
な
い
「
ひ
と
」
「
も
の
」
。

　そ
の
一
つ
一
つ
が
一
層
き
ら
め
き

を
増
す
よ
う
、
私
た
ち
の
誇
り
と
し

て
守
り
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　あ
な
た
の
そ
の
手
、
そ
の
心
、
そ

の
輝
き
を
ま
ち
づ
く
り
に
。

　
市
の
財
産
と
し
て
保
有
し
て
い
る
土

地
の
中
に
は
、
有
効
に
活
用
で
き
て
い

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
適

正
に
管
理
・
利
用
し
て
い
く
た
め
に
、

「
公
有
財
産
等
の
処
分
等
に
関
す
る
検

討
委
員
会
」
か
ら
の
提
言
を
受
け
、

「
南
丹
市
公
有
財
産
等
の
処
分
等
に
関

す
る
基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た

（
41
）
。
こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
い

て
、
南
丹
・
京
丹
波
地
区
土
地
開
発
公

社
が
先
行
取
得
し
た
長
期
保
有
地
の
買

戻
し
や
未
利
用
財
産
の
売
却
、
貸
付
な

ど
を
積
極
的
に
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
負

債
・
債
務
は
、
市
の
将
来
的
な
財
政
負

担
に
つ
な
が
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
公
益
法
人
な
ど
の
健
全
な
運
営
の

確
保
に
向
け
、
経
営
改
善
策
の
基
礎
と

な
る
経
営
分
析
を
含
め
て
、
平
成
21
年

度
か
ら
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
見
直
す
べ
き
は
見
直
し
、
改
め
る
べ

き
は
改
め
、
伸
ば
す
べ
き
は
伸
ば
す
、

南
丹
市
の
「
経
営
改
革
」
。
市
民
の
皆

さ
ん
と
行
政
が
手
を
携
え
て
、
共
に
知

恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
今
あ
る
も
の

を
有
効
に
利
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

 

市
民
の
評
価
で
見
通
せ
る
行
政
を
　
　

　
南
丹
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
大

切
な
税
金
で
常
に
良
い
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
評
価
制
度
を
導

入
し
て
い
ま
す
（
42
）
。
こ
れ
ま
で
行

政
は
、
「
結
果
」
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ

れ
か
ら
は
、
「
成
果
」
を
重
視
し
て
人

員
や
財
源
を
効
果
的
に
配
分
し
、
ス
ピ

ー
ド
あ
る
意
思
決
定
を
行
う
「
行
政
経

営
」
に
シ
フ
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て

「
行
政
評
価
」
の
手
法
が
有
効
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
共
事
業
の
実

施
に
つ
い
て
は
再
評
価
審
査
委
員
会
を

設
置
し
、
事
業
着
手
か
ら
長
期
間
を
経

過
し
た
事
業
に
つ
い
て
再
評
価
を
行
い

ま
す
（
43
）
。
そ
し
て
、
必
要
に
応
じ

て
事
業
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
「
森
・
里
・
ま
ち
が
き
ら
め
く 

ふ
る

さ
と
南
丹
市
」
を
実
現
す
る
た
め
の

「
南
丹
市
総
合
振
興
計
画
」
が
〝
絵
に

描
い
た
も
ち
〞
で
終
わ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
費
用
対
効
果
を

想
定
し
た
か
と
い
う
事
前
チ
ェ
ッ
ク
を

踏
ま
え
て
計
画
と
連
動
し
た
予
算
を
組

み
、
実
際
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た

か
と
い
う
評
価
を
し
っ
か
り
行
い
ま
す
。

　
南
丹
市
そ
し
て
地
域
の
元
気
づ
く
り

で
、
人
々
の
笑
顔
が
見
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
今
あ
る
地
域
資
源
や
人

材
を
さ
ら
に
生
か
す
取
り
組
み
を
し
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
共
に
考

え
、
行
動
し
、
活
力
と
優
し
さ
に
満
ち

あ
ふ
れ
た
「
新
し
い
ま
ち
」
を
創
造
し

ま
し
ょ
う
。

特集・「地域の元気」づくりから「人々の笑顔」へ
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生
き
生
き
と
学
び
な
が
ら
、
健
や
か
に

育
つ
教
育
環
境
の
整
備
充
実
を
目
指

し
、
安
心
・
安
全
の
学
校
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。
平
成
21
年
度
は
、
八
木
中
央

幼
児
学
園
（
八
木
中
央
幼
稚
園
）
の
園

舎
、
園
部
小
学
校
体
育
館
、
神
吉
小
学

校
体
育
館
、
殿
田
中
学
校
体
育
館
の
耐

震
補
強
工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す

（
36
）
。

　
授
業
方
法
や
指
導
内
容
に
関
す
る
研

究
委
託
事
業
、
少
人
数
教
育
に
係
る
講

師
の
配
置
な
ど
も
引
き
続
き
行
い
、
子

ど
も
た
ち
の
学
力
の
充
実
と
向
上
を
図

っ
て
い
き
ま
す
（
37
）
。
ま
た
、
障
が

い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
生
き
生
き

と
楽
し
い
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
増
員
し
て
配

置
し
、
よ
り
細
か
な
配
慮
で
支
え
ま

す
。
ま
た
、
特
徴
あ
る
教
育
の
一
つ
と

し
て
、
外
国
語
指
導
助
手
を
学
校
に
派

遣
し
、
小
学
校
に
お
け
る
英
語
活
動
、

中
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
を
進
め
て

い
ま
す
（
38
）。
子
ど
も
た
ち
の
表
現

力
・
国
語
力
・
創
造
力
を
豊
か
な
も
の

に
す
る
読
書
活
動
で
は
、
日
常
的
に
本

に
親
し
む
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
引

き
続
き
読
書
指
導
員
を
配
置
し
、
読
書

へ
の
広
が
り
と
深
ま
り
を
目
指
し
て
い

ま
す（
39
）。

　
学
校
給
食
に
お
い
て
は
、
殿
田
小
学

校
の
改
築
に
合
わ
せ
て
平
成
20
年
度
事

業
で
敷
地
内
に
共
同
調
理
場
を
整
備
。

 

ま
ち
づ
く
り
の
財
源
を
確
保
　
　
　
　

　
厳
し
い
景
気
後
退
の
中
で
ま
ち
づ
く

り
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
税
や
科

金
の
徴
収
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
市

税
は
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
う

た
め
の
費
用
で
あ
り
、
所
得
や
資
産
の

状
況
に
応
じ
て
公
平
に
負
担
し
て
い
た

36
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
耐
震
補
強
工

事
　
　 

（
新
規
）
１
億
７
，
８
５
３
万
円

37
学
力
充
実
・
少
人
数
指
導
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　 

３
，
０
０
５
万
円

38
小
・
中
学
校
英
会
話
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　 

１
，
４
２
０
万
円

39
読
書
指
導
員
配
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

３
５
２
万
円

40
日
吉
給
食
共
同
調
理
場
運
営
費
　
　 

　
　
　 

（
新
規
）
１
，
１
８
５
万
円

41
公
有
財
産
等
処
分
等
に
関
す
る
検
討

委
員
会
運
営
費
　
　
　
　 

1
7
万
円

42
行
政
評
価
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

６
８
３
万
円

43
公
共
事
業
再
評
価
委
員
会
運
営
費

　
　
　
　
　
　
　 

（
新
規
）
1
0
万
円

だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。
旧
町
か
ら
の

税
率
を
使
用
し
て
い
る
固
定
資
産
税
や

都
市
計
画
税
、
水
道
料
金
、
下
水
道
使

用
料
な
ど
に
つ
い
て
も
統
一
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
財
源
創
出
に
向
け

て
知
恵
を
絞
っ
て
、
安
定
的
な
財
源
の

確
保
を
目
指
し
ま
す
。

安
定
し
た
財
政
運
営
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

▲子どもたちの興味を誘う授業の進め方で成果を発表

▲４月に運営を開始した日吉学校給食共同調理場

田植え風景（八木町）

４
月
か
ら
日
吉
町
内
の
殿
田
小
学
校
・

胡
麻
郷
小
学
校
の
給
食
を
開
始
し
て
い

ま
す
（
40
）
。

 

保
育
と
教
育
が
共
存
で
き
る
環
境
へ
　

　
幼
稚
園
は
文
部
科
学
省
所
管
で
、
就

学
前
の
幼
児
を
、
遊
び
を
通
し
て
心
豊

か
に
た
く
ま
し
く
「
生
き
る
力
」
を
育

成
す
る
教
育
機
関
。
保
育
所
は
厚
生
労

働
省
所
管
で
、
保
護
者
が
労
働
や
病
気

な
ど
の
た
め
に
昼
間
保
育
に
欠
け
る
乳

幼
児
を
保
育
す
る
施
設
で
す
。

　
平
成
21
年
度
か
ら
幼
稚
園
の
教
育
要

領
、
保
育
所
の
保
育
指
針
が
共
に
改
正

さ
れ
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
就
学
前
教

育
と
し
て
幼
児
教
育
と
保
育
に
つ
な
が

り
を
持
た
せ
て
い
き
ま
す
。

　
市
役
所
の
事
務
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
幼
稚
園
は
学
校
教
育
課
が
、
保
育

所
は
子
育
て
支
援
課
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当

し
て
い
ま
し
た
が
、
子
育
て
支
援
課
で

一
体
的
に
事
務
処
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　四
季
の
彩
り
に
満
ち
た
清
流
と
、

そ
の
水
源
を
か
ん
養
す
る
森
。

　農
林
産
物
の
恵
み
を
も
た
ら
す
里

の
ぬ
く
も
り
。

　人
情
味
に
あ
ふ
れ
、
来
訪
者
の
心

に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
ふ
る
さ
と
の
原

風
景
。

　利
便
性
を
一
層
高
め
、
に
ぎ
わ
い

を
創
出
す
る
中
心
市
街
地
。

　高
い
理
想
と
志
で
、
無
限
の
可
能

性
が
広
が
る
多
く
の
学
生
た
ち
。

　地
域
に
に
ぎ
や
か
な
子
ど
も
た
ち

の
声
と
、
温
か
く
見
守
る
優
し
さ
が

あ
ふ
れ
る
。

　南
丹
市
の
宝
で
あ
る
、
か
け
が
え

の
な
い
「
ひ
と
」
「
も
の
」
。

　そ
の
一
つ
一
つ
が
一
層
き
ら
め
き

を
増
す
よ
う
、
私
た
ち
の
誇
り
と
し

て
守
り
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　あ
な
た
の
そ
の
手
、
そ
の
心
、
そ

の
輝
き
を
ま
ち
づ
く
り
に
。

　
市
の
財
産
と
し
て
保
有
し
て
い
る
土

地
の
中
に
は
、
有
効
に
活
用
で
き
て
い

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
適

正
に
管
理
・
利
用
し
て
い
く
た
め
に
、

「
公
有
財
産
等
の
処
分
等
に
関
す
る
検

討
委
員
会
」
か
ら
の
提
言
を
受
け
、

「
南
丹
市
公
有
財
産
等
の
処
分
等
に
関

す
る
基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た

（
41
）
。
こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
い

て
、
南
丹
・
京
丹
波
地
区
土
地
開
発
公

社
が
先
行
取
得
し
た
長
期
保
有
地
の
買

戻
し
や
未
利
用
財
産
の
売
却
、
貸
付
な

ど
を
積
極
的
に
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
負

債
・
債
務
は
、
市
の
将
来
的
な
財
政
負

担
に
つ
な
が
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
公
益
法
人
な
ど
の
健
全
な
運
営
の

確
保
に
向
け
、
経
営
改
善
策
の
基
礎
と

な
る
経
営
分
析
を
含
め
て
、
平
成
21
年

度
か
ら
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
見
直
す
べ
き
は
見
直
し
、
改
め
る
べ

き
は
改
め
、
伸
ば
す
べ
き
は
伸
ば
す
、

南
丹
市
の
「
経
営
改
革
」
。
市
民
の
皆

さ
ん
と
行
政
が
手
を
携
え
て
、
共
に
知

恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
今
あ
る
も
の

を
有
効
に
利
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

 

市
民
の
評
価
で
見
通
せ
る
行
政
を
　
　

　
南
丹
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
大

切
な
税
金
で
常
に
良
い
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
評
価
制
度
を
導

入
し
て
い
ま
す
（
42
）
。
こ
れ
ま
で
行

政
は
、
「
結
果
」
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ

れ
か
ら
は
、
「
成
果
」
を
重
視
し
て
人

員
や
財
源
を
効
果
的
に
配
分
し
、
ス
ピ

ー
ド
あ
る
意
思
決
定
を
行
う
「
行
政
経

営
」
に
シ
フ
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て

「
行
政
評
価
」
の
手
法
が
有
効
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
共
事
業
の
実

施
に
つ
い
て
は
再
評
価
審
査
委
員
会
を

設
置
し
、
事
業
着
手
か
ら
長
期
間
を
経

過
し
た
事
業
に
つ
い
て
再
評
価
を
行
い

ま
す
（
43
）
。
そ
し
て
、
必
要
に
応
じ

て
事
業
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
「
森
・
里
・
ま
ち
が
き
ら
め
く 

ふ
る

さ
と
南
丹
市
」
を
実
現
す
る
た
め
の

「
南
丹
市
総
合
振
興
計
画
」
が
〝
絵
に

描
い
た
も
ち
〞
で
終
わ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
費
用
対
効
果
を

想
定
し
た
か
と
い
う
事
前
チ
ェ
ッ
ク
を

踏
ま
え
て
計
画
と
連
動
し
た
予
算
を
組

み
、
実
際
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た

か
と
い
う
評
価
を
し
っ
か
り
行
い
ま
す
。

　
南
丹
市
そ
し
て
地
域
の
元
気
づ
く
り

で
、
人
々
の
笑
顔
が
見
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
今
あ
る
地
域
資
源
や
人

材
を
さ
ら
に
生
か
す
取
り
組
み
を
し
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
共
に
考

え
、
行
動
し
、
活
力
と
優
し
さ
に
満
ち

あ
ふ
れ
た
「
新
し
い
ま
ち
」
を
創
造
し

ま
し
ょ
う
。

特集・「地域の元気」づくりから「人々の笑顔」へ



　
ゃ
よ
。
な
ぜ
か
っ
て
、
こ
の
南
丹
市

は
誰
の
も
の
で
も
な
い
、
み
ん
な
の

も
ん
じ
ゃ
ろ
？
だ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
参
画
し
て

い
っ
て
こ
そ
、
本
当
の
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
じ
ゃ
と
思
う
よ
。

さ
く
ら
ち
ゃ
ん
　
私
、

花
を
植
え
た
り
咲
か

せ
た
り
す
る
の
が
得

意
よ
。
ま
ち
中
を
花

で
い
っ
ぱ
い
に
し
た

い
わ
。

ル
リ
ル
リ
　
ボ
ク
は
歌

が
得
意
ル
リ
〜
♪ 

何
か
の
役
に
立
て
る

か
な
？

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
ふ
ぉ
っ
ふ
ぉ

っ
ふ
ぉ
。
わ
し
は
歴
史
や
環
境
に
関

す
る
こ
と
が
得
意
じ
ゃ
よ
。
さ
ぁ
、

お
前
た
ち
も
声
を
掛
け
ら
れ
る
の
を

待
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分

の
で
き
る
こ
と
を
こ
の
南
丹
市
で
ど

う
生
か
し
て
い
く
か
考
え
て
ご
ら
ん

な
さ
い
。

さ
く
ら
ち
ゃ
ん
　
な
ん
だ
か
考
え
る
だ

け
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
わ
。

ル
リ
ル
リ
　
何
か
ら
始
め
よ
う
か
な
。

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
今
後
も
検
討

委
員
会
で
は
協
働
ル
ー
ル
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
る
か
ら
、
ま

た
そ
の
都
度
、
一
緒
に
考
え
て
い
こ

う
な
。

1011

は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
市
民
協
働
見
え
て
き
た
南
丹
市
の
課
題
、

　
　
　
　
　
　
　そ
の
解
決
策
は
？

市民協働
③

広報なんたん4・5月号 広報なんたん4・5月号

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
さ
て
さ
て
、

前
回
は
、
南
丹
市
の
「
え
え
と
こ
」

「
あ
か
ん
と
こ
」
に
つ
い
て
話
を
し

た
が
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
南
丹

市
の
課
題
に
つ
い
て
、
今
日
は
話
を

し
よ
う
か
な
。

ル
リ
ル
リ
　
課
題
っ
て
、
宿
題
の
こ

と
？

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
ひ
と
つ
ず
つ

解
決
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
問
題

じ
ゃ
か
ら
、
南
丹
市
民
み
ん
な
の
宿

題
み
た
い
な
も
ん
じ
ゃ
の
。

さ
く
ら
ち
ゃ
ん
　
ど
ん
な
宿
題
か
し

ら
？
私
、
問
題
解
く
の
は
得
意
よ
。

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
算
数
な
ん
か

の
宿
題
み
た
い
に
、
答
え
は
必
ず
し

も
一
つ
で
は
な
い
し
、
解
き
方
も
一

通
り
で
は
な
い
か
ら
、
ど
う
す
れ
ば

一
番
良
い
の
か
、
み
ん
な
で
考
え
る

こ
と
が
大
事
な
ん
じ
ゃ
よ
。

ル
リ
ル
リ
　
早
く
知
り
た
い
ル
リ
！

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
こ
ら
こ
ら
、

あ
せ
り
は
禁
物
じ
ゃ
。
で
は
、
検
討

委
員
会
で
ま
と
め
ら
れ
た
南
丹
市
の

課
題
を
見
て
み
よ
う
か
の
（
下

文
）
。
広
い
分
野
に
お
い
て
厳
し
く

分
析
さ
れ
て
お
る
ぞ
。
ま
ず
は
、
現

状
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
る
か
ら
の
。

ル
リ
ル
リ
　
ど
う
や
っ
た
ら
解
決
で
き

る
ル
リ
？

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
ふ
む
。
委
員

か
ら
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
出
て
お

る
ぞ
。
例
え
ば
、
学
生
の
力
を
有
効

に
生
か
し
た
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
、
学
生
の
野
菜
作
り
シ
ス
テ
ム
の

構
築
。
地
域
と
行
政
を
結
ぶ
中
間
支

援
組
織
の
創
設
や
、
そ
れ
を
ビ
ジ
ネ

ス
化
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

の
実
施
。
情
報
集
約
セ
ン
タ
ー
の
整

備
、
エ
コ
マ
ネ
ー
の
活
用
、
住
む
・

働
く
・
子
育
て
が
一
カ
所
で
で
き
る

シ
ス
テ
ム
、
空
き
施
設
・
休
耕
田
の
有

効
活
用
、
南
丹
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、

山
菜
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
と
い
う
よ
う

な
具
体
的
な
提
案
も
あ
っ
た
ぞ
。

さ
く
ら
ち
ゃ
ん
　
新
し
い
こ
と
ば
か
り

を
考
え
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
今
あ
る

人
材
・
資
源
を
有
効
に
生
か
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
す
る
の
ね
。
で
も
、
一

度
に
全
部
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
な

い
し
、
誰
が
何
を
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
し
ら
？

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
そ
こ
で
必
要

と
な
る
の
が
、
市
民
全
体
が
か
か
わ

っ
て
い
く
協
働
の
ル
ー
ル
を
作
る
こ

と
じ
ゃ
よ
。
ど
こ
か
の
地
域
だ
け
が

積
極
的
に
や
る
の
で
は
な
く
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
住
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
課
題
に
気
付
い
て
、
そ
の

課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
シ
ス
テ

南
丹
市
の
現
状
（
課
題
）

　
南
丹
市
は
農
林
商
工
業
に
加
え
、
観

光
産
業
な
ど
が
盛
ん
で
、
自
然
豊
か
な

田
園
都
市
と
し
て
合
併
以
降
も
着
実
な

発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
健
全
と
は
い
え
な

い
財
政
状
況
や
人
口
の
減
少
、
著
し
い

高
齢
化
な
ど
課
題
も
山
積
み
で
す
。

　
子
育
て
支
援
施
策
は
全
国
的
に
見
て

も
比
較
的
水
準
が
高
く
、
子
育
て
の
し

や
す
い
環
境
に
あ
り
な
が
ら
も
、
住
居

の
不
足
や
雇
用
の
不
足
な
ど
に
よ
り
、

子
育
て
家
庭
が
住
み
や
す
い
ま
ち
に
は

な
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
ほ
か
の
福
祉
施

策
も
一
定
水
準
に
は
達
し
て
い
る
も
の

の
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
医
療
格
差

や
交
通
格
差
も
深
刻
で
、
広
大
な
市
域

に
お
い
て
、
そ
の
格
差
を
解
消
す
る
有

効
な
手
段
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
京
野
菜
な
ど
の
一
大
産
地
で

あ
り
な
が
ら
、
耕
作
の
放
棄
な
ど
に
よ

る
農
地
の
荒
廃
や
山
林
の
荒
廃
も
著
し

く
、
田
園
風
景
や
里
山
の
景
観
を
損
ね

る
な
ど
南
丹
市
の
価
値
に
つ
い
て
も
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
自
然
環
境
は

恵
ま
れ
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
実

際
に
は
緩
や
か
に
環
境
破
壊
が
進
ん
で

お
り
、
昔
の
環
境
と
は
大
き
く
変
化
し

ブーナンおじいさん
※さくらちゃん、ブーナンおじいさん、ルリルリは、南丹市の花（さくら）・木（ぶな）・
　鳥（オオルリ）をイメージしたキャラクターです。 さくらちゃん　ルリルリ

　南丹市の「市民協働」をテーマに、昨年９月から７
回にわたるワークショップや話し合いを進めてきた
「市民と共に担うまちづくり手法検討委員会」。
　その中で見えてきた、市民協働を進めていく上で
の課題や解決策について、中間まとめを報告します。

て
き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
市
民
の
意
識
に
つ
い
て
は
、
地

域
ご
と
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
自
ら
の

地
域
課
題
は
自
ら
で
考
え
て
解
決
へ
と

導
く
と
い
っ
た
自
立
を
目
指
す
地
域
も

あ
る
中
で
、
依
存
心
が
強
い
地
域
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
寸
前
の
と
こ

ろ
も
あ
り
、
住
民
の
無
関
心
さ
な
ど
も

目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
閉
鎖

的
・
封
建
的
な
部
分
が
目
立
ち
、
新
た

な
取
り
組
み
を
受
け
入
れ
る
柔
軟
性
に

乏
し
い
一
面
も
あ
り
ま
す
。

　
情
報
に
つ
い
て
は
、
伝
達
手
段
は
整

備
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
市
民
の
求
め

る
情
報
が
伝
わ
り
に
く
い
現
状
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
う
え
情
報
提
供
窓
口
が
分

か
り
に
く
い
な
ど
の
構
造
的
な
問
題
も

あ
り
、
有
益
な
情
報
や
制
度
が
活
用
で

き
て
い
な
い
状
況
で
す
。
市
民
の
ニ
ー

ズ
や
取
り
巻
く
環
境
が
刻
々
と
移
り
変

わ
る
中
、
課
題
も
多
岐
に
わ
た
り
、
複

雑
化
し
て
増
え
つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で

す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
行
政
が
解
決
す

る
公
共
的
な
課
題
（
行
政
が
行
う
べ
き

こ
と
）
や
、
行
政
だ
け
で
は
解
決
が
困

難
な
公
共
的
な
課
題
（
市
民
が
行
う
べ

き
こ
と
、
市
民
と
行
政
が
協
力
し
て
行

う
べ
き
こ
と
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

ル
リ
ル
リ
　
う
わ
ぁ
。

　
な
ん
だ
か
い
っ
ぱ

　
い
あ
る
ル
リ
…
。

さ
く
ら
ち
ゃ
ん
　
で
も
、
ち
ゃ
ん
と
南

丹
市
の
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
ま
ち

づ
く
り
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

分
析
し
て
あ
る
わ
。

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
検
討
委
員
会

に
は
、
市
民
委
員
と
職
員
委
員
が
あ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見

を
出
し
合
っ
た
ん
じ
ゃ
。

さ
く
ら
ち
ゃ
ん
　
課
題
の
最
後
に
書
い

て
あ
る
「
行
政
だ
け
で
は
解
決
が
困

難
な
公
共
的
な
課
題
」
っ
て
ど
ん
な

こ
と
な
の
か
し
ら
？

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
つ
ま
り
、

「
協
働
」
の
領
域
じ
ゃ
な
。
市
民
に

と
っ
て
一
番
身
近
な
、
地
域
の
課
題

じ
ゃ
よ
。

公
共
的
課
題
（
協
働
の
領
域
）

①
地
域
の
福
祉
（
独
り
暮
ら
し
高
齢

者
の
見
守
り
、
子
育
て
、
障
が
い

者
福
祉
な
ど
）

②
地
域
の
環
境
整
備
（
農
地
、
森

林
、
景
観
、
美
化
活
動
な
ど
）

③
地
域
の
安
全
安
心
（
防
災
、
防

犯
、
雪
か
き
、
子
ど
も
の
見
守
り

活
動
な
ど
）

④
地
域
の
共
同
施
設
の
維
持
管
理

（
公
園
・
集
会
所
な
ど
の
施
設
維

持
管
理
な
ど
）

協
働
ル
ー
ル
の
必
要
性
と
そ
の
意
義

　
目
指
す
べ
き
町
の
姿
の
共
有
化

　
　
市
民
と
行
政
が
求
め
る
べ
き
ま

ち
の
姿
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
る

　権
利
と
義
務
の
明
確
化

　
　
市
民
の
行
う
こ
と
、
行
政
の
行

う
こ
と
な
ど
の
義
務
や
権
利
を

明
確
化
で
き
る

　市
民
意
識
の
高
揚
と
改
革

　
　
地
域
の
自
立
と
市
民
の
自
覚
、

市
民
の
意
識
改
革
を
図
る
こ
と

が
で
き
る

　市
民
参
加
・
協
働
の
推
進

　
　
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的

に
参
加
で
き
る

　
ム
作
り
が
必
要
な
ん
じ
ゃ
。

ル
リ
ル
リ
　
協
働
の
ル
ー
ル
？

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
そ
う
じ
ゃ
。

違
う
方
向
を
向
い
て
バ
ラ
バ
ラ
に
進

め
る
の
で
は
な
く
て
、
市
民
・
団

体
・
議
員
・
市
長
・
職
員
な
ど
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
や
責
務
を
明
確
に
し

て
、
共
通
の
認
識
を
持
っ
て
進
め
て

い
け
る
よ
う
に
な
。

さ
く
ら
ち
ゃ
ん
　
み
ん
な
が
同
じ
目
標

を
目
指
す
の
ね
！

ル
リ
ル
リ
　
ボ
ク
に
も
何
か
で
き
る
こ

と
あ
る
か
な
ぁ
？

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
ま
ち
づ
く
り

に
は
、
み
ん
な
の
力
が
必
要
な
ん
じ



　
ゃ
よ
。
な
ぜ
か
っ
て
、
こ
の
南
丹
市

は
誰
の
も
の
で
も
な
い
、
み
ん
な
の

も
ん
じ
ゃ
ろ
？
だ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
参
画
し
て

い
っ
て
こ
そ
、
本
当
の
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
じ
ゃ
と
思
う
よ
。

さ
く
ら
ち
ゃ
ん
　
私
、

花
を
植
え
た
り
咲
か

せ
た
り
す
る
の
が
得

意
よ
。
ま
ち
中
を
花

で
い
っ
ぱ
い
に
し
た

い
わ
。

ル
リ
ル
リ
　
ボ
ク
は
歌

が
得
意
ル
リ
〜
♪ 

何
か
の
役
に
立
て
る

か
な
？

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
ふ
ぉ
っ
ふ
ぉ

っ
ふ
ぉ
。
わ
し
は
歴
史
や
環
境
に
関

す
る
こ
と
が
得
意
じ
ゃ
よ
。
さ
ぁ
、

お
前
た
ち
も
声
を
掛
け
ら
れ
る
の
を

待
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分

の
で
き
る
こ
と
を
こ
の
南
丹
市
で
ど

う
生
か
し
て
い
く
か
考
え
て
ご
ら
ん

な
さ
い
。

さ
く
ら
ち
ゃ
ん
　
な
ん
だ
か
考
え
る
だ

け
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
わ
。

ル
リ
ル
リ
　
何
か
ら
始
め
よ
う
か
な
。

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
今
後
も
検
討

委
員
会
で
は
協
働
ル
ー
ル
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
る
か
ら
、
ま

た
そ
の
都
度
、
一
緒
に
考
え
て
い
こ

う
な
。

1011

は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
市
民
協
働
見
え
て
き
た
南
丹
市
の
課
題
、

　
　
　
　
　
　
　そ
の
解
決
策
は
？

市民協働
③

広報なんたん4・5月号 広報なんたん4・5月号

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
さ
て
さ
て
、

前
回
は
、
南
丹
市
の
「
え
え
と
こ
」

「
あ
か
ん
と
こ
」
に
つ
い
て
話
を
し

た
が
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
南
丹

市
の
課
題
に
つ
い
て
、
今
日
は
話
を

し
よ
う
か
な
。

ル
リ
ル
リ
　
課
題
っ
て
、
宿
題
の
こ

と
？

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
ひ
と
つ
ず
つ

解
決
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
問
題

じ
ゃ
か
ら
、
南
丹
市
民
み
ん
な
の
宿

題
み
た
い
な
も
ん
じ
ゃ
の
。

さ
く
ら
ち
ゃ
ん
　
ど
ん
な
宿
題
か
し

ら
？
私
、
問
題
解
く
の
は
得
意
よ
。

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
算
数
な
ん
か

の
宿
題
み
た
い
に
、
答
え
は
必
ず
し

も
一
つ
で
は
な
い
し
、
解
き
方
も
一

通
り
で
は
な
い
か
ら
、
ど
う
す
れ
ば

一
番
良
い
の
か
、
み
ん
な
で
考
え
る

こ
と
が
大
事
な
ん
じ
ゃ
よ
。

ル
リ
ル
リ
　
早
く
知
り
た
い
ル
リ
！

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
こ
ら
こ
ら
、

あ
せ
り
は
禁
物
じ
ゃ
。
で
は
、
検
討

委
員
会
で
ま
と
め
ら
れ
た
南
丹
市
の

課
題
を
見
て
み
よ
う
か
の
（
下

文
）
。
広
い
分
野
に
お
い
て
厳
し
く

分
析
さ
れ
て
お
る
ぞ
。
ま
ず
は
、
現

状
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
る
か
ら
の
。

ル
リ
ル
リ
　
ど
う
や
っ
た
ら
解
決
で
き

る
ル
リ
？

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
ふ
む
。
委
員

か
ら
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
出
て
お

る
ぞ
。
例
え
ば
、
学
生
の
力
を
有
効

に
生
か
し
た
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
、
学
生
の
野
菜
作
り
シ
ス
テ
ム
の

構
築
。
地
域
と
行
政
を
結
ぶ
中
間
支

援
組
織
の
創
設
や
、
そ
れ
を
ビ
ジ
ネ

ス
化
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

の
実
施
。
情
報
集
約
セ
ン
タ
ー
の
整

備
、
エ
コ
マ
ネ
ー
の
活
用
、
住
む
・

働
く
・
子
育
て
が
一
カ
所
で
で
き
る

シ
ス
テ
ム
、
空
き
施
設
・
休
耕
田
の
有

効
活
用
、
南
丹
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、

山
菜
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
と
い
う
よ
う

な
具
体
的
な
提
案
も
あ
っ
た
ぞ
。

さ
く
ら
ち
ゃ
ん
　
新
し
い
こ
と
ば
か
り

を
考
え
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
今
あ
る

人
材
・
資
源
を
有
効
に
生
か
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
す
る
の
ね
。
で
も
、
一

度
に
全
部
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
な

い
し
、
誰
が
何
を
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
し
ら
？

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
そ
こ
で
必
要

と
な
る
の
が
、
市
民
全
体
が
か
か
わ

っ
て
い
く
協
働
の
ル
ー
ル
を
作
る
こ

と
じ
ゃ
よ
。
ど
こ
か
の
地
域
だ
け
が

積
極
的
に
や
る
の
で
は
な
く
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
住
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
課
題
に
気
付
い
て
、
そ
の

課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
シ
ス
テ

南
丹
市
の
現
状
（
課
題
）

　
南
丹
市
は
農
林
商
工
業
に
加
え
、
観

光
産
業
な
ど
が
盛
ん
で
、
自
然
豊
か
な

田
園
都
市
と
し
て
合
併
以
降
も
着
実
な

発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
健
全
と
は
い
え
な

い
財
政
状
況
や
人
口
の
減
少
、
著
し
い

高
齢
化
な
ど
課
題
も
山
積
み
で
す
。

　
子
育
て
支
援
施
策
は
全
国
的
に
見
て

も
比
較
的
水
準
が
高
く
、
子
育
て
の
し

や
す
い
環
境
に
あ
り
な
が
ら
も
、
住
居

の
不
足
や
雇
用
の
不
足
な
ど
に
よ
り
、

子
育
て
家
庭
が
住
み
や
す
い
ま
ち
に
は

な
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
ほ
か
の
福
祉
施

策
も
一
定
水
準
に
は
達
し
て
い
る
も
の

の
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
医
療
格
差

や
交
通
格
差
も
深
刻
で
、
広
大
な
市
域

に
お
い
て
、
そ
の
格
差
を
解
消
す
る
有

効
な
手
段
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
京
野
菜
な
ど
の
一
大
産
地
で

あ
り
な
が
ら
、
耕
作
の
放
棄
な
ど
に
よ

る
農
地
の
荒
廃
や
山
林
の
荒
廃
も
著
し

く
、
田
園
風
景
や
里
山
の
景
観
を
損
ね

る
な
ど
南
丹
市
の
価
値
に
つ
い
て
も
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
自
然
環
境
は

恵
ま
れ
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
実

際
に
は
緩
や
か
に
環
境
破
壊
が
進
ん
で

お
り
、
昔
の
環
境
と
は
大
き
く
変
化
し

ブーナンおじいさん
※さくらちゃん、ブーナンおじいさん、ルリルリは、南丹市の花（さくら）・木（ぶな）・
　鳥（オオルリ）をイメージしたキャラクターです。 さくらちゃん　ルリルリ

　南丹市の「市民協働」をテーマに、昨年９月から７
回にわたるワークショップや話し合いを進めてきた
「市民と共に担うまちづくり手法検討委員会」。
　その中で見えてきた、市民協働を進めていく上で
の課題や解決策について、中間まとめを報告します。

て
き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
市
民
の
意
識
に
つ
い
て
は
、
地

域
ご
と
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
自
ら
の

地
域
課
題
は
自
ら
で
考
え
て
解
決
へ
と

導
く
と
い
っ
た
自
立
を
目
指
す
地
域
も

あ
る
中
で
、
依
存
心
が
強
い
地
域
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
寸
前
の
と
こ

ろ
も
あ
り
、
住
民
の
無
関
心
さ
な
ど
も

目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
閉
鎖

的
・
封
建
的
な
部
分
が
目
立
ち
、
新
た

な
取
り
組
み
を
受
け
入
れ
る
柔
軟
性
に

乏
し
い
一
面
も
あ
り
ま
す
。

　
情
報
に
つ
い
て
は
、
伝
達
手
段
は
整

備
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
市
民
の
求
め

る
情
報
が
伝
わ
り
に
く
い
現
状
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
う
え
情
報
提
供
窓
口
が
分

か
り
に
く
い
な
ど
の
構
造
的
な
問
題
も

あ
り
、
有
益
な
情
報
や
制
度
が
活
用
で

き
て
い
な
い
状
況
で
す
。
市
民
の
ニ
ー

ズ
や
取
り
巻
く
環
境
が
刻
々
と
移
り
変

わ
る
中
、
課
題
も
多
岐
に
わ
た
り
、
複

雑
化
し
て
増
え
つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で

す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
行
政
が
解
決
す

る
公
共
的
な
課
題
（
行
政
が
行
う
べ
き

こ
と
）
や
、
行
政
だ
け
で
は
解
決
が
困

難
な
公
共
的
な
課
題
（
市
民
が
行
う
べ

き
こ
と
、
市
民
と
行
政
が
協
力
し
て
行

う
べ
き
こ
と
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

ル
リ
ル
リ
　
う
わ
ぁ
。

　
な
ん
だ
か
い
っ
ぱ

　
い
あ
る
ル
リ
…
。

さ
く
ら
ち
ゃ
ん
　
で
も
、
ち
ゃ
ん
と
南

丹
市
の
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
ま
ち

づ
く
り
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

分
析
し
て
あ
る
わ
。

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
検
討
委
員
会

に
は
、
市
民
委
員
と
職
員
委
員
が
あ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見

を
出
し
合
っ
た
ん
じ
ゃ
。

さ
く
ら
ち
ゃ
ん
　
課
題
の
最
後
に
書
い

て
あ
る
「
行
政
だ
け
で
は
解
決
が
困

難
な
公
共
的
な
課
題
」
っ
て
ど
ん
な

こ
と
な
の
か
し
ら
？

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
つ
ま
り
、

「
協
働
」
の
領
域
じ
ゃ
な
。
市
民
に

と
っ
て
一
番
身
近
な
、
地
域
の
課
題

じ
ゃ
よ
。

公
共
的
課
題
（
協
働
の
領
域
）

①
地
域
の
福
祉
（
独
り
暮
ら
し
高
齢

者
の
見
守
り
、
子
育
て
、
障
が
い

者
福
祉
な
ど
）

②
地
域
の
環
境
整
備
（
農
地
、
森

林
、
景
観
、
美
化
活
動
な
ど
）

③
地
域
の
安
全
安
心
（
防
災
、
防

犯
、
雪
か
き
、
子
ど
も
の
見
守
り

活
動
な
ど
）

④
地
域
の
共
同
施
設
の
維
持
管
理

（
公
園
・
集
会
所
な
ど
の
施
設
維

持
管
理
な
ど
）

協
働
ル
ー
ル
の
必
要
性
と
そ
の
意
義

　
目
指
す
べ
き
町
の
姿
の
共
有
化

　
　
市
民
と
行
政
が
求
め
る
べ
き
ま

ち
の
姿
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
る

　権
利
と
義
務
の
明
確
化

　
　
市
民
の
行
う
こ
と
、
行
政
の
行

う
こ
と
な
ど
の
義
務
や
権
利
を

明
確
化
で
き
る

　市
民
意
識
の
高
揚
と
改
革

　
　
地
域
の
自
立
と
市
民
の
自
覚
、

市
民
の
意
識
改
革
を
図
る
こ
と

が
で
き
る

　市
民
参
加
・
協
働
の
推
進

　
　
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的

に
参
加
で
き
る

　
ム
作
り
が
必
要
な
ん
じ
ゃ
。

ル
リ
ル
リ
　
協
働
の
ル
ー
ル
？

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
そ
う
じ
ゃ
。

違
う
方
向
を
向
い
て
バ
ラ
バ
ラ
に
進

め
る
の
で
は
な
く
て
、
市
民
・
団

体
・
議
員
・
市
長
・
職
員
な
ど
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
や
責
務
を
明
確
に
し

て
、
共
通
の
認
識
を
持
っ
て
進
め
て

い
け
る
よ
う
に
な
。

さ
く
ら
ち
ゃ
ん
　
み
ん
な
が
同
じ
目
標

を
目
指
す
の
ね
！

ル
リ
ル
リ
　
ボ
ク
に
も
何
か
で
き
る
こ

と
あ
る
か
な
ぁ
？

ブ
ー
ナ
ン
お
じ
い
さ
ん
　
ま
ち
づ
く
り

に
は
、
み
ん
な
の
力
が
必
要
な
ん
じ



 

①
「
総
合
政
策
室
」
を
市
長
直
轄
へ

　
行
財
政
改
革
を
本
格
的
に
進
め
る
た

め
、
昨
年
７
月
に
新
設
し
た
「
総
合
政

策
課
」
を
市
長
直
轄
の
「
総
合
政
策

室
」
と
し
ま
す
。

 

②
幼
稚
園
・
保
育
所
の
事
務
一
元
化
へ

　
就
学
前
教
育
と
保
育
を
一
体
的
に
進

め
る
た
め
、
幼
稚
園
に
関
す
る
事
務
を

福
祉
部
で
受
け
持
ち
ま
す
。

　
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
利
用
者
負

担
を
軽
減
す
る
目
的
で
、
平
成
20
年
度

か
ら
新
た
に
設
け
ら
れ
た
「
高
額
医

療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
」
の
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
現
在
、
医
療
や
介
護
に
支
払
っ
た
１

カ
月
の
自
己
負
担
額
が
高
額
に
な
っ
た

場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
申
請
す
る
と

限
度
額
を
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
（
医
療
は
「
高
額
療

養
費
制
度
」
、
介
護
は
「
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
制
度
」
と
い
い
ま
す
）
こ
れ

に
加
え
て
、
両
制
度
そ
れ
ぞ
れ
適
用
を

受
け
た
上
で
の
自
己
負
担
合
計
額
が
、

１
年
間
で
一
定
の
上
限
額
を
超
え
た
場

合
に
は
、
さ
ら
に
医
療
保
険
か
ら
「
高

額
介
護
合
算
療
養
費
」
が
、
介
護
保
険

か
ら
「
高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
」
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

1213

　
南
丹
市
で
は
、
「
森
・
里
・
街
が
き
ら
め
く 

ふ
る
さ
と 

南
丹
市
」
の
実
現
に
向

け
て
、
４
月
１
日
付
で
組
織
の
再
編
を
行
い
ま
し
た
。
政
策
体
系
を
意
識
し
、
横
断

的
な
事
務
執
行
体
制
の
確
立
を
目
指
す
も
の
で
す
。

インフォメーション

広報なんたん4・5月号 広報なんたん4・5月号

効
率
的
な〝
行
政
経
営
〞を
目
指
し
て

安
心
し
て
医
療
や
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を

― 

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度 

―

　
ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
共

同
で
行
う
一
部
事
務
組
合
な
ど
へ
、
新

た
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
（
船

井
郡
衛
生
管
理
組
合
、
国
民
健
康
保
険

南
丹
病
院
組
合
、
市
園
部
国
際
学
園
都

市
セ
ン
タ
ー
）

　
新
た
な
体
制
の
下
、
〝
行
政
経
営
〞

と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、
効
率
的
で
効

果
的
な
事
業
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
南
丹
市
商
工
会
の
お
店
で
利
用
で
き

る
商
品
券
は
な
い
の
？
」

「
合
併
前
の
旧
園
部
町
や
旧
美
山
町
に

は
あ
っ
た
の
に
な
ぁ
！
」

　
そ
ん
な
声
に
お
応
え
し
て
、
南
丹
市

商
工
会
で
は
４
月
１
日
か
ら
、
南
丹
市

全
域
の
商
工
会
加
盟
店
で
利
用
で
き
る

「
商
品
券
」
の
販
売
を
開
始
し
ま
し

た
。
５
０
０
円
券
と
１
，
０
０
０
円
券

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
商
品
券
が
利

用
で
き
る
お
店
に
は
、
「
商
品
券
取
扱

店
（
左
図
）
」
の
ポ
ス
タ
ー
や
ス
テ
ッ

カ
ー
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

　
贈
答
品
や
記
念
品
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

商
工
会
の
商
品
券
販
売
開
始
！

―
地
元
商
店
街
で
お
買
い
物
を
―

　
商
品
券
は
、
南
丹
市
商
工
会
本
所
・

支
所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

南
丹
市
商
工
会
本
所
・
八
木
支
所

　
℡
（
０
７
７
１
）
４
２
―
５
３
８
０

　
八
木
町
八
木
東
久
保
28
―
１

園
部
支
所
（
園
部
公
民
館
１
階
）

　
℡
（
０
７
７
１
）
６
２
―
０
７
６
６

　
園
部
町
上
本
町
南
２
―
22

日
吉
支
所
（
日
吉
産
業
振
興
会
館
２
階
）

　
℡
（
０
７
７
１
）
７
２
―
０
２
２
４

　
日
吉
町
殿
田
尾
崎
８
―
１

美
山
支
所
（
農
業
振
興
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
℡
（
０
７
７
１
）
７
５
―
０
０
２
１

　
美
山
町
安
掛
下
23
―
１

　
任
期
満
了
な
ど
に
伴
い
、
新
た
な
行
政
委
員
が
市
長
の
任
命
ま
た
は

選
任
を
受
け
、
３
月
市
議
会
定
例
会
の
同
意
を
得
て
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
各
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

行政委員として
　　お世話になります
行政委員として
　　お世話になります

※新任の方は太字表記
教育委員会委員
委　員　長　齊藤　　進（八木町）
職務代理者　湯浅　照夫（日吉町）
委　　　員　小寺　直見（園部町）
委　　　員　武田　義史（美山町）
教　育　長　牧野　　修（園部町）

公平委員会委員
委　員　長　小林　全弘（園部町）
職務代理者　箱田　博治（美山町）
委　　　員　八田　敦子（八木町）

固定資産評価審査委員会委員
委　員　長　吉田　史樹（園部町）
職務代理者　上田　武司（美山町）
委　　　員　臼井　八郎（八木町）
委　　　員　上段源一郎（日吉町）

▼

商
品
券
取
扱
店
に
表
示
し
て
い
る
ポ
ス
タ
ー

※
住
民
基
本
台
帳
上
で
は
同
一
世
帯
で

あ
っ
て
も
、
対
象
年
度
の
末
日
（
７

月
31
日
）
に
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
（
国
民
健
康
保
険
、
被
用
者
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
が
異

な
る
場
合
は
別
々
に
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
申
請
受
付
は
平
成
21
年
８
月
１
日
以

降
に
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
手
続
き
の
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
、
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

国
保
医
療
課

　
　
℡ 

０
７
７
１
―
６
８
―
０
０
１
１

高
齢
福
祉
課

　
　
℡ 

０
７
７
１
―
６
８
―
０
０
０
６

各
支
所
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
八
木
　
℡ 

６
８
―
０
０
２
２

　
　
　
　
日
吉
　
℡ 

６
８
―
０
０
３
２

　
　
　
　
美
山
　
℡ 

６
８
―
０
０
４
１

〈 

対
象 

〉

　
介
護
保
険
受
給
者
（
65
歳
以
上

の
方
）
が
お
ら
れ
る
世
帯
で
、
１

年
間
（
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
）

に
か
か
っ
た
医
療
費
と
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
自
己
負
担
の
合
計
額
が

別
表
の
金
額
を
超
え
る
世
帯
。

所得区分

現役並み所得者：70歳以上で住民税課税所得が145万円以上の方がいる世帯
　　　　　一般：他の所得区分に含まれない世帯
　　低所得者Ⅱ：住民税非課税で、低所得者Ⅰ以外の世帯
　　低所得者Ⅰ：住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除を差し引いたとき０円とな
　　　　　　　　る世帯（年金の所得は控除額を80万円として計算）

高額医療・高額介護合算制度における世帯の負担限度額（年額）（別表）

所得区分

一般 ５６万円（７５万円） ５６万円（７５万円） ６７万円（８９万円）

低所得者Ⅱ ３１万円（４１万円） ３１万円（４１万円）
３４万円（４５万円）

低所得者Ⅰ １９万円（２５万円） １９万円（２５万円）

現役並み所得者 ６７万円（８９万円） ６７万円（８９万円） １２６万円（１６８万円）

後期高齢者医療制度
＋介護保険

国民健康保険＋介護保険
〔７０歳～７４歳の方がいる世帯〕

国民健康保険＋介護保険
〔７０歳未満の方がいる世帯〕

▲贈り物にもどうぞ



 

①
「
総
合
政
策
室
」
を
市
長
直
轄
へ

　
行
財
政
改
革
を
本
格
的
に
進
め
る
た

め
、
昨
年
７
月
に
新
設
し
た
「
総
合
政

策
課
」
を
市
長
直
轄
の
「
総
合
政
策

室
」
と
し
ま
す
。

 

②
幼
稚
園
・
保
育
所
の
事
務
一
元
化
へ

　
就
学
前
教
育
と
保
育
を
一
体
的
に
進

め
る
た
め
、
幼
稚
園
に
関
す
る
事
務
を

福
祉
部
で
受
け
持
ち
ま
す
。

　
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
利
用
者
負

担
を
軽
減
す
る
目
的
で
、
平
成
20
年
度

か
ら
新
た
に
設
け
ら
れ
た
「
高
額
医

療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
」
の
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
現
在
、
医
療
や
介
護
に
支
払
っ
た
１

カ
月
の
自
己
負
担
額
が
高
額
に
な
っ
た

場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
申
請
す
る
と

限
度
額
を
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
（
医
療
は
「
高
額
療

養
費
制
度
」
、
介
護
は
「
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
制
度
」
と
い
い
ま
す
）
こ
れ

に
加
え
て
、
両
制
度
そ
れ
ぞ
れ
適
用
を

受
け
た
上
で
の
自
己
負
担
合
計
額
が
、

１
年
間
で
一
定
の
上
限
額
を
超
え
た
場

合
に
は
、
さ
ら
に
医
療
保
険
か
ら
「
高

額
介
護
合
算
療
養
費
」
が
、
介
護
保
険

か
ら
「
高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
」
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

1213

　
南
丹
市
で
は
、
「
森
・
里
・
街
が
き
ら
め
く 

ふ
る
さ
と 

南
丹
市
」
の
実
現
に
向

け
て
、
４
月
１
日
付
で
組
織
の
再
編
を
行
い
ま
し
た
。
政
策
体
系
を
意
識
し
、
横
断

的
な
事
務
執
行
体
制
の
確
立
を
目
指
す
も
の
で
す
。

インフォメーション

広報なんたん4・5月号 広報なんたん4・5月号

効
率
的
な〝
行
政
経
営
〞を
目
指
し
て

安
心
し
て
医
療
や
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を

― 

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度 

―

　
ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
共

同
で
行
う
一
部
事
務
組
合
な
ど
へ
、
新

た
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
（
船

井
郡
衛
生
管
理
組
合
、
国
民
健
康
保
険

南
丹
病
院
組
合
、
市
園
部
国
際
学
園
都

市
セ
ン
タ
ー
）

　
新
た
な
体
制
の
下
、
〝
行
政
経
営
〞

と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、
効
率
的
で
効

果
的
な
事
業
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
南
丹
市
商
工
会
の
お
店
で
利
用
で
き

る
商
品
券
は
な
い
の
？
」

「
合
併
前
の
旧
園
部
町
や
旧
美
山
町
に

は
あ
っ
た
の
に
な
ぁ
！
」

　
そ
ん
な
声
に
お
応
え
し
て
、
南
丹
市

商
工
会
で
は
４
月
１
日
か
ら
、
南
丹
市

全
域
の
商
工
会
加
盟
店
で
利
用
で
き
る

「
商
品
券
」
の
販
売
を
開
始
し
ま
し

た
。
５
０
０
円
券
と
１
，
０
０
０
円
券

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
商
品
券
が
利

用
で
き
る
お
店
に
は
、
「
商
品
券
取
扱

店
（
左
図
）
」
の
ポ
ス
タ
ー
や
ス
テ
ッ

カ
ー
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

　
贈
答
品
や
記
念
品
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

商
工
会
の
商
品
券
販
売
開
始
！

―
地
元
商
店
街
で
お
買
い
物
を
―

　
商
品
券
は
、
南
丹
市
商
工
会
本
所
・

支
所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

南
丹
市
商
工
会
本
所
・
八
木
支
所

　
℡
（
０
７
７
１
）
４
２
―
５
３
８
０

　
八
木
町
八
木
東
久
保
28
―
１

園
部
支
所
（
園
部
公
民
館
１
階
）

　
℡
（
０
７
７
１
）
６
２
―
０
７
６
６

　
園
部
町
上
本
町
南
２
―
22

日
吉
支
所
（
日
吉
産
業
振
興
会
館
２
階
）

　
℡
（
０
７
７
１
）
７
２
―
０
２
２
４

　
日
吉
町
殿
田
尾
崎
８
―
１

美
山
支
所
（
農
業
振
興
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
℡
（
０
７
７
１
）
７
５
―
０
０
２
１

　
美
山
町
安
掛
下
23
―
１

　
任
期
満
了
な
ど
に
伴
い
、
新
た
な
行
政
委
員
が
市
長
の
任
命
ま
た
は

選
任
を
受
け
、
３
月
市
議
会
定
例
会
の
同
意
を
得
て
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
各
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

行政委員として
　　お世話になります
行政委員として
　　お世話になります

※新任の方は太字表記
教育委員会委員
委　員　長　齊藤　　進（八木町）
職務代理者　湯浅　照夫（日吉町）
委　　　員　小寺　直見（園部町）
委　　　員　武田　義史（美山町）
教　育　長　牧野　　修（園部町）

公平委員会委員
委　員　長　小林　全弘（園部町）
職務代理者　箱田　博治（美山町）
委　　　員　八田　敦子（八木町）

固定資産評価審査委員会委員
委　員　長　吉田　史樹（園部町）
職務代理者　上田　武司（美山町）
委　　　員　臼井　八郎（八木町）
委　　　員　上段源一郎（日吉町）

▼

商
品
券
取
扱
店
に
表
示
し
て
い
る
ポ
ス
タ
ー

※
住
民
基
本
台
帳
上
で
は
同
一
世
帯
で

あ
っ
て
も
、
対
象
年
度
の
末
日
（
７

月
31
日
）
に
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
（
国
民
健
康
保
険
、
被
用
者
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
が
異

な
る
場
合
は
別
々
に
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
申
請
受
付
は
平
成
21
年
８
月
１
日
以

降
に
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
手
続
き
の
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
、
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

国
保
医
療
課

　
　
℡ 

０
７
７
１
―
６
８
―
０
０
１
１

高
齢
福
祉
課

　
　
℡ 

０
７
７
１
―
６
８
―
０
０
０
６

各
支
所
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
八
木
　
℡ 

６
８
―
０
０
２
２

　
　
　
　
日
吉
　
℡ 

６
８
―
０
０
３
２

　
　
　
　
美
山
　
℡ 

６
８
―
０
０
４
１

〈 

対
象 

〉

　
介
護
保
険
受
給
者
（
65
歳
以
上

の
方
）
が
お
ら
れ
る
世
帯
で
、
１

年
間
（
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
）

に
か
か
っ
た
医
療
費
と
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
自
己
負
担
の
合
計
額
が

別
表
の
金
額
を
超
え
る
世
帯
。

所得区分

現役並み所得者：70歳以上で住民税課税所得が145万円以上の方がいる世帯
　　　　　一般：他の所得区分に含まれない世帯
　　低所得者Ⅱ：住民税非課税で、低所得者Ⅰ以外の世帯
　　低所得者Ⅰ：住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除を差し引いたとき０円とな
　　　　　　　　る世帯（年金の所得は控除額を80万円として計算）

高額医療・高額介護合算制度における世帯の負担限度額（年額）（別表）

所得区分

一般 ５６万円（７５万円） ５６万円（７５万円） ６７万円（８９万円）

低所得者Ⅱ ３１万円（４１万円） ３１万円（４１万円）
３４万円（４５万円）

低所得者Ⅰ １９万円（２５万円） １９万円（２５万円）

現役並み所得者 ６７万円（８９万円） ６７万円（８９万円） １２６万円（１６８万円）

後期高齢者医療制度
＋介護保険

国民健康保険＋介護保険
〔７０歳～７４歳の方がいる世帯〕

国民健康保険＋介護保険
〔７０歳未満の方がいる世帯〕

▲贈り物にもどうぞ

※対象年度（毎年８月から翌年７月）の医療保険および介護保険の自己負担額を対象とします。
　ただし、平成 21年度は平成 20 年４月から平成 21年７月までの16カ月が対象となりますので（　　）内の

金額になります。
※70 歳以上の低所得者Ⅰ区分の世帯で介護保険の利用者が複数いる場合、介護保険からの支給は世帯で 31

万円（41万円）の限度額で計算されます。
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▲スポーツ分野で優秀な成績を収めた方々に表彰状を授与

Topics

14広報なんたん4・5月号 広報なんたん4・5月号

優秀スポーツ賞
スポーツ大会などにおいて、特に優秀な成績
 を収めた方々

栄光きらめく、さらなる活躍に期待
―平成２０年度南丹市スポーツ・文化賞表彰式―
　南丹市のスポーツ活動や文化・芸術活動において、功績のあっ
た方々や団体に対して、２月22日に市役所で表彰を行いました。
平成20年度は13団体と112人に表彰状を授与。さらなる活躍
に期待が寄せられます。被表彰者は次のとおりです。（敬称略）

男塾（南丹市バレーボール協会所属）…第28回
全日本6人制バレーボールクラブカップ選手権
大会京都府予選会2位、同全国大会出場

団体／高校生の部　優秀スポーツ賞
北桑田高等学校美山分校陸上競技部…第44回近
畿高等学校定時制通信制課程総合体育大会陸上
競技の部学校対抗男子3位

団体／中学生の部　優秀スポーツ賞
園部少年野球クラブ（南丹市体育協会所属）…第
30回京都府知事杯争奪少年野球記念大会優勝

菅生　桃子（京都外国語大１回生・農芸高卒）…
第7回全日本サブジュニアパワーリフティング
選手権大会女子56㎏級優勝

磯部　翔平（香川西高３年・殿田中卒）…第89
回全国高等学校サッカー選手権大会ベスト
16、香川県高等学校サッカー新人大会優勝
鈴木　美貴子（農芸高３年）…2008年世界サブ
ジュニアパワーリフティング選手権大会女子
67.5㎏級5位
尾上　みさき（農芸高３年）…2008年世界サブ
ジュニアパワーリフティング選手権大会女子
75㎏級2位
奥戸　知香（農芸高２年）…2008年世界サブジ
ュニアパワーリフティング選手権大会女子60
㎏級5位

団体／一般の部　　　　　　　優秀スポーツ賞

団体／高校生の部　　　　　　優秀スポーツ賞

団体／中学生の部　　　　　　優秀スポーツ賞

個人／一般の部　　　　　　　優秀スポーツ賞

個人／高校生の部　　　　　　優秀スポーツ賞

德島　瑞希（農芸高２年）…第2回関西高等学校
パワーリフティング選手権大会男子＋82.5㎏
級3位および標準記録突破、第26回全日本高等
学校パワーリフティング選手権大会男子＋
82.5㎏級3位
中村　都夢（農芸高２年）…第2回関西高等学校
パワーリフティング選手権大会男子＋82.5㎏
級4位および標準記録突破、第26回全日本高等
学校パワーリフティング選手権大会男子＋
82.5㎏級9位
早田　直樹（農芸高２年）…第2回関西高等学校
パワーリフティング選手権大会男子56㎏級1位
および標準記録突破、第26回全日本高等学校
パワーリフティング選手権大会男子56㎏級11
位
伊津　奎佑（農芸高２年）…第2回関西高等学校
パワーリフティング選手権大会男子75㎏級2位
および標準記録突破、第26回全日本高等学校
パワーリフティング選手権大会男子75㎏級18
位
村上　眞生（農芸高１年）…第41回近畿高等学
校ユース陸上競技対校選手権大会京都府予選会
110mH優勝
野田　尚裕（園部高２年）…第63回国民体育大
会少年男子エアライフル競技10ｍS60JM出
場、平成20年度近畿高等学校秋季ライフル射

個人／中学生の部　　　　　　優秀スポーツ賞

撃選手権大会10ｍS60JM優勝
三田　里絵子（園部高２年）…第63回国民体育
大会少年女子エアライフル競技出場、平成20
年度近畿高等学校秋季ライフル射撃選手権大会
10ｍS40JM優勝
犬石　有華（園部高２年）…第63回京都陸上競
技選手権大会ハンマー投女子Ａ優勝、第63回
国民体育大会少年女子Ａハンマー投出場
矢野　誠也（北桑田高美山分校３年）…第43回
全国高等学校定時制通信制陸上競技大会円盤投
7位、第44回近畿高等学校定時制通信制課程総
合体育大会陸上競技の部円盤投優勝

太田　翔（園部中３年）…第35回全日本中学校
陸上競技選手権大会3000ｍ7位、都道府県対抗
男子駅伝大会京都府代表、第39回ジュニアオ
リンピック陸上競技大会3000ｍ出場
荒川　和（園部中３年）…第35回全日本中学校
陸上競技選手権大会砲丸投出場、京都府中学校
総合体育大会陸上競技砲丸投3位
千崎　翔大（園部中２年・南丹市体育協会所属）
…全日本ジュニアスキー選手権大会スノーボー
ドハーフパイプ中学校男子6位、JOCジュニア
オリンピックカップスノーボードハーフパイプ
中学2年生男子3位
浅田　帆香（八木中２年）…第39回ジュニアオ
リンピック陸上競技大会女子Ｂ砲丸投出場
大狩　光貴（八木中１年・ピスコムジュニア所
属）…JOCジュニアオリンピックカップ第27
回全日本ジュニアバドミントン選手権大会出
場、同大会京都府予選大会優勝

スポーツ賞
スポーツ大会などにおいて優秀な成績を収め、
 将来その活躍が期待される方々

ママクラブ（南丹市バレーボール協会所属）…第
39回全国ママさんバレーボール大会京都府予
選会2位、近畿親善ママさんバレーボール大会
Ｂ組2位

団体／一般の部　　　　　　　　　スポーツ賞

園部高等学校ホッケー部…近畿高等学校ホッケー
選手権大会ベスト8
北桑田高校女子剣道部…平成20年度全国高等学
校総合体育大会剣道大会兼近畿高等学校剣道大
会京都府予選会女子団体3位

園部中学校男子野球部…第20回京都府中学校選
抜野球大会2位
殿田中学校女子バスケットボール部…京都府中学
生バスケットボール新人大会2位

久世　佳郎（園部高３年）…近畿高等学校ホッケ
ーチームの韓国遠征選手団の代表選手（ゴール
キーパー）として選出
中塚　夢乃（園部高２年）…第41回近畿高等学
校ユース陸上競技対校選手権大会京都府予選会
円盤投3位
新川　正太郎（園部高１年）…第41回近畿高等
学校ユース陸上競技対校選手権大会京都府予選
会1年やり投2位
藤野　航（北桑田高２年）…第28回京都府高等
学校自転車競技選手権大会スプリント3位
濱　友里恵（南丹高２年）…第41回近畿高等学
校ユース陸上競技対校選手権大会京都府予選会
3000ｍ競歩3位

吉川　大地（園部中３年）…京都府中学校総合体
育大会ソフトテニス3位、近畿大会出場
前田　晃大（園部中３年）…京都府中学校総合体
育大会ソフトテニス3位、近畿大会出場
田原　希（園部中２年）…京都府中学校総合体育
大会水泳女子200ｍ背泳ぎ2位、近畿中学校水
泳大会出場
八木　敬介（八木中３年）…平成20年度近畿中
学陸上大会棒高跳び6位
八木　孝紘（八木中２年）…第54回全日本中学
校通信陸上競技大会京都府大会100ｍ3位
福原　良太（美山中３年）…第61回京都府中学
校陸上選手権大会男子共通800ｍ2位

団体／高校生の部　　　　　　　　スポーツ賞

団体／中学生の部　　　　　　　　スポーツ賞

個人／高校生の部　　　　　　　　スポーツ賞

個人／中学生の部　　　　　　　　スポーツ賞
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▲スポーツ分野で優秀な成績を収めた方々に表彰状を授与

Topics

14広報なんたん4・5月号 広報なんたん4・5月号

優秀スポーツ賞
スポーツ大会などにおいて、特に優秀な成績
 を収めた方々

栄光きらめく、さらなる活躍に期待
―平成２０年度南丹市スポーツ・文化賞表彰式―
　南丹市のスポーツ活動や文化・芸術活動において、功績のあっ
た方々や団体に対して、２月22日に市役所で表彰を行いました。
平成20年度は13団体と112人に表彰状を授与。さらなる活躍
に期待が寄せられます。被表彰者は次のとおりです。（敬称略）

男塾（南丹市バレーボール協会所属）…第28回
全日本6人制バレーボールクラブカップ選手権
大会京都府予選会2位、同全国大会出場

団体／高校生の部　優秀スポーツ賞
北桑田高等学校美山分校陸上競技部…第44回近
畿高等学校定時制通信制課程総合体育大会陸上
競技の部学校対抗男子3位

団体／中学生の部　優秀スポーツ賞
園部少年野球クラブ（南丹市体育協会所属）…第
30回京都府知事杯争奪少年野球記念大会優勝

菅生　桃子（京都外国語大１回生・農芸高卒）…
第7回全日本サブジュニアパワーリフティング
選手権大会女子56㎏級優勝

磯部　翔平（香川西高３年・殿田中卒）…第89
回全国高等学校サッカー選手権大会ベスト
16、香川県高等学校サッカー新人大会優勝
鈴木　美貴子（農芸高３年）…2008年世界サブ
ジュニアパワーリフティング選手権大会女子
67.5㎏級5位
尾上　みさき（農芸高３年）…2008年世界サブ
ジュニアパワーリフティング選手権大会女子
75㎏級2位
奥戸　知香（農芸高２年）…2008年世界サブジ
ュニアパワーリフティング選手権大会女子60
㎏級5位

団体／一般の部　　　　　　　優秀スポーツ賞

団体／高校生の部　　　　　　優秀スポーツ賞

団体／中学生の部　　　　　　優秀スポーツ賞

個人／一般の部　　　　　　　優秀スポーツ賞

個人／高校生の部　　　　　　優秀スポーツ賞

德島　瑞希（農芸高２年）…第2回関西高等学校
パワーリフティング選手権大会男子＋82.5㎏
級3位および標準記録突破、第26回全日本高等
学校パワーリフティング選手権大会男子＋
82.5㎏級3位
中村　都夢（農芸高２年）…第2回関西高等学校
パワーリフティング選手権大会男子＋82.5㎏
級4位および標準記録突破、第26回全日本高等
学校パワーリフティング選手権大会男子＋
82.5㎏級9位
早田　直樹（農芸高２年）…第2回関西高等学校
パワーリフティング選手権大会男子56㎏級1位
および標準記録突破、第26回全日本高等学校
パワーリフティング選手権大会男子56㎏級11
位
伊津　奎佑（農芸高２年）…第2回関西高等学校
パワーリフティング選手権大会男子75㎏級2位
および標準記録突破、第26回全日本高等学校
パワーリフティング選手権大会男子75㎏級18
位
村上　眞生（農芸高１年）…第41回近畿高等学
校ユース陸上競技対校選手権大会京都府予選会
110mH優勝
野田　尚裕（園部高２年）…第63回国民体育大
会少年男子エアライフル競技10ｍS60JM出
場、平成20年度近畿高等学校秋季ライフル射

個人／中学生の部　　　　　　優秀スポーツ賞

撃選手権大会10ｍS60JM優勝
三田　里絵子（園部高２年）…第63回国民体育
大会少年女子エアライフル競技出場、平成20
年度近畿高等学校秋季ライフル射撃選手権大会
10ｍS40JM優勝
犬石　有華（園部高２年）…第63回京都陸上競
技選手権大会ハンマー投女子Ａ優勝、第63回
国民体育大会少年女子Ａハンマー投出場
矢野　誠也（北桑田高美山分校３年）…第43回
全国高等学校定時制通信制陸上競技大会円盤投
7位、第44回近畿高等学校定時制通信制課程総
合体育大会陸上競技の部円盤投優勝

太田　翔（園部中３年）…第35回全日本中学校
陸上競技選手権大会3000ｍ7位、都道府県対抗
男子駅伝大会京都府代表、第39回ジュニアオ
リンピック陸上競技大会3000ｍ出場
荒川　和（園部中３年）…第35回全日本中学校
陸上競技選手権大会砲丸投出場、京都府中学校
総合体育大会陸上競技砲丸投3位
千崎　翔大（園部中２年・南丹市体育協会所属）
…全日本ジュニアスキー選手権大会スノーボー
ドハーフパイプ中学校男子6位、JOCジュニア
オリンピックカップスノーボードハーフパイプ
中学2年生男子3位
浅田　帆香（八木中２年）…第39回ジュニアオ
リンピック陸上競技大会女子Ｂ砲丸投出場
大狩　光貴（八木中１年・ピスコムジュニア所
属）…JOCジュニアオリンピックカップ第27
回全日本ジュニアバドミントン選手権大会出
場、同大会京都府予選大会優勝

スポーツ賞
スポーツ大会などにおいて優秀な成績を収め、
 将来その活躍が期待される方々

ママクラブ（南丹市バレーボール協会所属）…第
39回全国ママさんバレーボール大会京都府予
選会2位、近畿親善ママさんバレーボール大会
Ｂ組2位

団体／一般の部　　　　　　　　　スポーツ賞

園部高等学校ホッケー部…近畿高等学校ホッケー
選手権大会ベスト8
北桑田高校女子剣道部…平成20年度全国高等学
校総合体育大会剣道大会兼近畿高等学校剣道大
会京都府予選会女子団体3位

園部中学校男子野球部…第20回京都府中学校選
抜野球大会2位
殿田中学校女子バスケットボール部…京都府中学
生バスケットボール新人大会2位

久世　佳郎（園部高３年）…近畿高等学校ホッケ
ーチームの韓国遠征選手団の代表選手（ゴール
キーパー）として選出
中塚　夢乃（園部高２年）…第41回近畿高等学
校ユース陸上競技対校選手権大会京都府予選会
円盤投3位
新川　正太郎（園部高１年）…第41回近畿高等
学校ユース陸上競技対校選手権大会京都府予選
会1年やり投2位
藤野　航（北桑田高２年）…第28回京都府高等
学校自転車競技選手権大会スプリント3位
濱　友里恵（南丹高２年）…第41回近畿高等学
校ユース陸上競技対校選手権大会京都府予選会
3000ｍ競歩3位

吉川　大地（園部中３年）…京都府中学校総合体
育大会ソフトテニス3位、近畿大会出場
前田　晃大（園部中３年）…京都府中学校総合体
育大会ソフトテニス3位、近畿大会出場
田原　希（園部中２年）…京都府中学校総合体育
大会水泳女子200ｍ背泳ぎ2位、近畿中学校水
泳大会出場
八木　敬介（八木中３年）…平成20年度近畿中
学陸上大会棒高跳び6位
八木　孝紘（八木中２年）…第54回全日本中学
校通信陸上競技大会京都府大会100ｍ3位
福原　良太（美山中３年）…第61回京都府中学
校陸上選手権大会男子共通800ｍ2位

団体／高校生の部　　　　　　　　スポーツ賞

団体／中学生の部　　　　　　　　スポーツ賞

個人／高校生の部　　　　　　　　スポーツ賞

個人／中学生の部　　　　　　　　スポーツ賞
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優秀文化賞文 化 賞
文化・芸術の分野において、特に優秀な成績
 を収めた方々や団体

団体／高校生の部　優秀文化賞
園部高等学校吹奏楽部…第45回京都府吹奏楽コ
ンクール高等学校小編成の部金賞（京都府代
表）、第58回関西吹奏楽コンクール高等学校
小編成の部優秀賞（ベスト8以上に相当）

三宅　弥生（農芸高３年）…第59回日本学校農
業クラブ全国大会農業鑑定競技（畜産）優秀賞
三浦　一馬（農芸高３年）…第59回日本学校農
業クラブ全国大会農業鑑定競技（農業土木）優
秀賞
中島　大喜（農芸高３年）…第59回日本学校農
業クラブ全国大会農業鑑定競技（造園）優秀賞
竹内　詩郎（北桑田高３年）…第59回日本学校
農業クラブ全国大会農業情報処理競技会優秀賞
山口　裕季（北桑田高２年）…第59回日本学校
農業クラブ全国大会意見発表区分「環境」優秀
賞
佐別當　智子（亀岡高３年）…2009近畿まほろ
ば総体カヌー競技ポスター原画最優秀賞

細見　真実（八木中２年）…第52回全国学芸科
学コンクール金賞

団体／高校生の部　　　　　　　　優秀文化賞

個人／高校生の部　　　　　　　　優秀文化賞

個人／中学生の部　　　　　　　　優秀文化賞

▲文化・芸術分野で優秀な成績を収めた方々に表彰状を授与

文化・芸術の分野において、優秀な成績を収
 めた方々や団体

農芸高等学校農業クラブ専門部測量部…第59回
日本学校農業クラブ全国大会平板測量競技会出場
農芸高等学校環境緑地科農業土木系統代表…建築
技術展2008近畿橋梁模型製作コンテスト「学
生部門」出場、審査委員特別賞と人気作品賞受賞

園部中学校ブラスバンド部…第45回京都府吹奏
楽コンクール金賞

村上　隼一（農芸高３年）…第59回日本学校農
業クラブ全国大会農業鑑定競技（園芸）出場
矢野　純也（農芸高３年）…第59回日本学校農
業クラブ全国大会農業鑑定競技（園芸）出場
西田　亘輝（農芸高３年）…第59回日本学校農
業クラブ全国大会農業鑑定競技（農業）出場
谷野　智音（農芸高３年）…第46回技能五輪全
国大会（京都府能力開発協会推薦）職種造園部
門出場
山脇　悠一郎（農芸高３年）…第46回技能五輪
全国大会（京都府能力開発協会推薦）職種造園
部門出場
山本　悠記子（農芸高２年）…第59回日本学校
農業クラブ全国大会家畜審査競技会出場、同大
会京都府予選会2位
前田　ちひろ（園部高１年）…平成20年度南丹
美術工芸教育展（平面作品の部）京都伝統工芸
大学校理事長賞
栗栖　美樹（北桑田高３年）…平成20年度南丹
美術工芸教育展（立体作品の部）京都伝統工芸
大学校理事長賞
中川　仁（南丹高１年）…平成20年度南丹美術
工芸教育展（平面作品の部）京都新聞社賞

細見　由梨（園部中３年）…平成20年度全国納
税貯蓄組合連合会・国税庁「税についての作
文」コンテスト口丹波納税貯蓄組合連合会長賞

団体／高校生の部　　　　　　　　　　文化賞

団体／中学生の部　　　　　　　　　　文化賞

個人／高校生の部　　　　　　　　　　文化賞

個人／中学生の部　　　　　　　　　　文化賞

早田　結花（園部中３年）…平成20年度京都新
聞スクラップコンクール京都府知事賞
岩﨑　晴美（園部中３年）…平成20年度京都新
聞スクラップコンクール優秀賞
日下部　美紀（園部中３年）…「北方領土と私た
ち」作文コンクール優秀賞
井上　綾乃（園部中３年）…平成20年度南丹美
術工芸教育展（立体作品の部）京都府知事賞
西田　七海（園部中２年）…平成20年度京の環
境を考えるポスターコンクール優秀賞
水口　来夢（園部中２年）…平成20年度京の環
境を考えるポスターコンクール優秀賞
野坂　麻里子（園部中２年）…平成20年度南丹
美術工芸教育展（平面作品の部）京都府知事賞
福島　駿介（園部中１年）…平成20年度ＪＡ共
済京都府書道コンクール半紙の部全国共済農業
協同組合連合会京都府本部長賞銅賞
岡　英里奈（園部中１年）…平成20年度京都府
立植物園植物作品展京都府教育長賞
林　恭平（園部中１年）…平成20年度京都府立
植物園植物作品展京都府中学校教育研究会長賞
拝谷　泉希（園部中１年）…平成20年度南丹美
術工芸教育展（立体作品の部）京都伝統工芸大
学校理事長賞
松本　菜緒美（八木中３年）…平成20年度全国
納税貯蓄組合連合会・国税庁「税についての作
文」コンテスト口丹波納税貯蓄組合連合会長賞
西村　愛美（八木中１年）…第58回「社会を明
るくする運動」作文コンテスト京都府教育長賞
田鶴　香奈（殿田中３年）…平成20年度南丹美
術工芸教育展（立体作品の部）京都新聞社賞
和田　梨佐（美山中３年）…平成20年度全国中
学生人権作文コンテスト京都大会京都地方法務
局長賞
中藤　りん（美山中３年）…第30回「少年の主
張」京都府大会「わたしの主張2008」京都公
立中学校長会長賞
弓削　伸宏（美山中３年）…第30回「少年の主
張」京都府大会「わたしの主張2008」京都新
聞社賞

翔 け 賞
はばた

小学校在学中などにスポーツや文化活動で特
 に優秀な成績を収めた方々や団体

園部小学校駅伝チーム…第4回南丹地区小学校駅伝
競走大会キッズふれあい駅伝優勝（三連覇）

岡本　駿佑（園部第二小６年）…第４回南丹地区小
学校駅伝競走大会キッズふれあい駅伝3区区間賞
和田　桜（園部第二小６年・ヴァルブランシュテニ
スクラブ所属）…京都サマージュニアテニス大会
2位、ダンロップ全国選抜ジュニアテニス選手権
大会京都予選3位
坂本　樹（園部第二小６年・園部サッカークラブス
ポーツ少年団所属）…京都サッカースポーツ少年
団連盟平成20年度京都少年団選抜チーム韓国遠
征
奥村　純平（西本梅小６年・篠少年野球クラブ所
属）…第26回少年野球全国大会3位、第26回少年
野球世界大会４位
佐々江　知大（八木小６年）…全国小学生陸上競技
交流大会京都府予選会男子100ｍ決勝8位、京都
府小学生陸上競技選手権大会男子100ｍ決勝7位
宅間　沙季（富本小６年）…京都府体操競技ジュニ
ア（小中学生）の部4位、近畿大会出場
竹上　ほの香（新庄小６年）…第24回全国小学生陸
上競技交流大会京都府予選会女子走り高跳び3位

曽川　沙里菜（園部小６年）…第58回「社会を明る
くする運動」作文コンテスト京都府知事賞
森　文美（園部小６年）…第54回青少年読書感想文
京都府コンクール京都府知事賞
西村　穂香（園部小３年）…第54回青少年読書感
想文京都府コンクール京都府教育長賞
和辻　雄仁（園部第二小６年）…ベネッセ「第5回
もっと！チャレンジ全国コンクール」自由研究部
門優秀賞
和辻　有美（園部第二小４年）…ベネッセ「第5回
もっと！チャレンジ全国コンクール」自由研究部
門優秀賞

スポーツの部／団体　　　　　　　　　翔け賞

スポーツの部／個人　　　　　　　　　翔け賞

文化の部／個人　　　　　　　　　　　翔け賞



17 16広報なんたん4・5月号 広報なんたん4・5月号

優秀文化賞文 化 賞
文化・芸術の分野において、特に優秀な成績
 を収めた方々や団体

団体／高校生の部　優秀文化賞
園部高等学校吹奏楽部…第45回京都府吹奏楽コ
ンクール高等学校小編成の部金賞（京都府代
表）、第58回関西吹奏楽コンクール高等学校
小編成の部優秀賞（ベスト8以上に相当）

三宅　弥生（農芸高３年）…第59回日本学校農
業クラブ全国大会農業鑑定競技（畜産）優秀賞
三浦　一馬（農芸高３年）…第59回日本学校農
業クラブ全国大会農業鑑定競技（農業土木）優
秀賞
中島　大喜（農芸高３年）…第59回日本学校農
業クラブ全国大会農業鑑定競技（造園）優秀賞
竹内　詩郎（北桑田高３年）…第59回日本学校
農業クラブ全国大会農業情報処理競技会優秀賞
山口　裕季（北桑田高２年）…第59回日本学校
農業クラブ全国大会意見発表区分「環境」優秀
賞
佐別當　智子（亀岡高３年）…2009近畿まほろ
ば総体カヌー競技ポスター原画最優秀賞

細見　真実（八木中２年）…第52回全国学芸科
学コンクール金賞

団体／高校生の部　　　　　　　　優秀文化賞

個人／高校生の部　　　　　　　　優秀文化賞

個人／中学生の部　　　　　　　　優秀文化賞

▲文化・芸術分野で優秀な成績を収めた方々に表彰状を授与

文化・芸術の分野において、優秀な成績を収
 めた方々や団体

農芸高等学校農業クラブ専門部測量部…第59回
日本学校農業クラブ全国大会平板測量競技会出場
農芸高等学校環境緑地科農業土木系統代表…建築
技術展2008近畿橋梁模型製作コンテスト「学
生部門」出場、審査委員特別賞と人気作品賞受賞

園部中学校ブラスバンド部…第45回京都府吹奏
楽コンクール金賞

村上　隼一（農芸高３年）…第59回日本学校農
業クラブ全国大会農業鑑定競技（園芸）出場
矢野　純也（農芸高３年）…第59回日本学校農
業クラブ全国大会農業鑑定競技（園芸）出場
西田　亘輝（農芸高３年）…第59回日本学校農
業クラブ全国大会農業鑑定競技（農業）出場
谷野　智音（農芸高３年）…第46回技能五輪全
国大会（京都府能力開発協会推薦）職種造園部
門出場
山脇　悠一郎（農芸高３年）…第46回技能五輪
全国大会（京都府能力開発協会推薦）職種造園
部門出場
山本　悠記子（農芸高２年）…第59回日本学校
農業クラブ全国大会家畜審査競技会出場、同大
会京都府予選会2位
前田　ちひろ（園部高１年）…平成20年度南丹
美術工芸教育展（平面作品の部）京都伝統工芸
大学校理事長賞
栗栖　美樹（北桑田高３年）…平成20年度南丹
美術工芸教育展（立体作品の部）京都伝統工芸
大学校理事長賞
中川　仁（南丹高１年）…平成20年度南丹美術
工芸教育展（平面作品の部）京都新聞社賞

細見　由梨（園部中３年）…平成20年度全国納
税貯蓄組合連合会・国税庁「税についての作
文」コンテスト口丹波納税貯蓄組合連合会長賞

団体／高校生の部　　　　　　　　　　文化賞

団体／中学生の部　　　　　　　　　　文化賞

個人／高校生の部　　　　　　　　　　文化賞

個人／中学生の部　　　　　　　　　　文化賞

早田　結花（園部中３年）…平成20年度京都新
聞スクラップコンクール京都府知事賞
岩﨑　晴美（園部中３年）…平成20年度京都新
聞スクラップコンクール優秀賞
日下部　美紀（園部中３年）…「北方領土と私た
ち」作文コンクール優秀賞
井上　綾乃（園部中３年）…平成20年度南丹美
術工芸教育展（立体作品の部）京都府知事賞
西田　七海（園部中２年）…平成20年度京の環
境を考えるポスターコンクール優秀賞
水口　来夢（園部中２年）…平成20年度京の環
境を考えるポスターコンクール優秀賞
野坂　麻里子（園部中２年）…平成20年度南丹
美術工芸教育展（平面作品の部）京都府知事賞
福島　駿介（園部中１年）…平成20年度ＪＡ共
済京都府書道コンクール半紙の部全国共済農業
協同組合連合会京都府本部長賞銅賞
岡　英里奈（園部中１年）…平成20年度京都府
立植物園植物作品展京都府教育長賞
林　恭平（園部中１年）…平成20年度京都府立
植物園植物作品展京都府中学校教育研究会長賞
拝谷　泉希（園部中１年）…平成20年度南丹美
術工芸教育展（立体作品の部）京都伝統工芸大
学校理事長賞
松本　菜緒美（八木中３年）…平成20年度全国
納税貯蓄組合連合会・国税庁「税についての作
文」コンテスト口丹波納税貯蓄組合連合会長賞
西村　愛美（八木中１年）…第58回「社会を明
るくする運動」作文コンテスト京都府教育長賞
田鶴　香奈（殿田中３年）…平成20年度南丹美
術工芸教育展（立体作品の部）京都新聞社賞
和田　梨佐（美山中３年）…平成20年度全国中
学生人権作文コンテスト京都大会京都地方法務
局長賞
中藤　りん（美山中３年）…第30回「少年の主
張」京都府大会「わたしの主張2008」京都公
立中学校長会長賞
弓削　伸宏（美山中３年）…第30回「少年の主
張」京都府大会「わたしの主張2008」京都新
聞社賞

翔 け 賞
はばた

小学校在学中などにスポーツや文化活動で特
 に優秀な成績を収めた方々や団体

園部小学校駅伝チーム…第4回南丹地区小学校駅伝
競走大会キッズふれあい駅伝優勝（三連覇）

岡本　駿佑（園部第二小６年）…第４回南丹地区小
学校駅伝競走大会キッズふれあい駅伝3区区間賞
和田　桜（園部第二小６年・ヴァルブランシュテニ
スクラブ所属）…京都サマージュニアテニス大会
2位、ダンロップ全国選抜ジュニアテニス選手権
大会京都予選3位
坂本　樹（園部第二小６年・園部サッカークラブス
ポーツ少年団所属）…京都サッカースポーツ少年
団連盟平成20年度京都少年団選抜チーム韓国遠
征
奥村　純平（西本梅小６年・篠少年野球クラブ所
属）…第26回少年野球全国大会3位、第26回少年
野球世界大会４位
佐々江　知大（八木小６年）…全国小学生陸上競技
交流大会京都府予選会男子100ｍ決勝8位、京都
府小学生陸上競技選手権大会男子100ｍ決勝7位
宅間　沙季（富本小６年）…京都府体操競技ジュニ
ア（小中学生）の部4位、近畿大会出場
竹上　ほの香（新庄小６年）…第24回全国小学生陸
上競技交流大会京都府予選会女子走り高跳び3位

曽川　沙里菜（園部小６年）…第58回「社会を明る
くする運動」作文コンテスト京都府知事賞
森　文美（園部小６年）…第54回青少年読書感想文
京都府コンクール京都府知事賞
西村　穂香（園部小３年）…第54回青少年読書感
想文京都府コンクール京都府教育長賞
和辻　雄仁（園部第二小６年）…ベネッセ「第5回
もっと！チャレンジ全国コンクール」自由研究部
門優秀賞
和辻　有美（園部第二小４年）…ベネッセ「第5回
もっと！チャレンジ全国コンクール」自由研究部
門優秀賞

スポーツの部／団体　　　　　　　　　翔け賞

スポーツの部／個人　　　　　　　　　翔け賞

文化の部／個人　　　　　　　　　　　翔け賞



19 18広報なんたん4・5月号 広報なんたん4・5月号

功 労 賞
優秀な選手などの育成、指導に特に功績があ
 った方々

川勝　多嘉志（八木町文化協会所属）…八木町文
化協会理事、会長を歴任。南丹市文化協会連絡

個人　　　　　　　　　　　　　　　　功労賞

芝　佑将（摩気小２年）…平成20年度南丹美術工
芸教育展（立体作品の部）南丹教育委員会連絡
協議会長賞
片野　楓太（摩気小１年）…平成20年度愛鳥週間
ポスターコンクール最優秀賞
野村　美沙希（川辺小１年）…平成20年度南丹美
術工芸教育展（平面作品の部）南丹教育委員会
連絡協議会長賞

田中　悠香（西本梅小６年）…第58回「社会を明
るくする運動」作文コンテスト京都府教育長賞
杣田　竜也（八木小５年）…平成20年度南丹美術
工芸教育展（立体作品の部）京都府教育長賞
美馬　光（八木小３年）…平成20年度ＪＡ共済京
都府書道コンクール条幅の部全国共済農業協同
組合連合会京都府本部長賞銀賞
浅田　隆太（富本小６年）…第31回京都こども美
術展京都府教育長賞
竹上　侑我（新庄小３年）…平成20年度愛鳥週間
ポスターコンクール優秀賞
西河　隆照（新庄小３年）…平成20年度南丹美術
工芸教育展（平面作品の部）京都府教育長賞
　瀬　歩美（吉富小５年）…第68回全国教育美術
展全国審査個人賞特選
濱野　淳生（知井小６年）…第9回「瓦のある風景
絵画展」京都府瓦工事協同組合理事長賞
藤吉　紀（知井小５年）…平成20年度南丹美術工
芸教育展（平面作品の部）京都府知事賞
齋藤　種人（知井小３年）…平成20年度第5回新・
北桑展絵画京都府知事賞

山内　柊（宮島小４年）…第54回青少年読書感想
文京都府コンクール京都府知事賞
飯田　もも（鶴ケ岡小６年）…第38回京都新聞お
話を絵にするコンクール優良賞
小林　のぞみ（鶴ケ岡小４年）…平成20年度京都
府統計グラフコンクール京都府教育長賞
小田切　茜（鶴ケ岡小３年）…平成20年度南丹美
術工芸教育展（平面作品の部）京都新聞社賞
高畑　憂也（大野小１年）…平成20年度南丹美術
工芸教育展（立体作品の部）京都伝統工芸大学

▲表彰状を手ににっこりの「翔け賞」受賞者

▲表彰式に出席された受賞者の皆さん

昼夜問わず、地域住民の“安心安全”を守る
―南丹警察署園部駅前交番新築―
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▲駐輪場に隣接して新築された園部駅前交番（写真左）

文化の部／個人（つづき）　　　　　　　 翔け賞

席黄

　年育成。
中川　数洋（南丹市スポーツ少年団所属）…八木
町スポーツ少年団の副本部長、八木アトムズ監
督。少年野球の普及と指導、青少年育成。
市原　重忠（南丹市スポーツ少年団所属）…有段
者（６段）で鶴ケ岡スポーツ少年団の剣道の指
導。
北川　正雄（南丹市スポーツ少年団所属）…宮島
スポーツ少年団の代表・指導、青少年育成。
岩田　勇（ＮＰＯ法人ひよし総合型地域スポーツ
クラブ所属）…総合型地域スポーツクラブの設
立、リーダーとして活動。地域スポーツの指
導、推進。

　協議会副会長を務め、勇退後は八木町文化協会
監事として引き続き指導。
湯浅　肇（南丹市スポーツ少年団所属）…殿田ス
ポーツ少年団の剣道指導、青少年育成。
八木　勇（南丹市スポーツ少年団所属）…八木町
剣道スポーツ少年団の剣道指導、青少年育成。
田村　文男（南丹市スポーツ少年団所属）…陰陽
流拳法空手術道園部スポーツ少年団の代表・指
導、青少年育成。
上林　正紀（南丹市スポーツ少年団所属）…園部
ドリームス学童軟式野球スポーツ少年団の代
表・指導、青少年育成。
足立　忠夫（南丹市スポーツ少年団所属）…胡麻
スポーツ少年団胡麻ヤンチャーズの指導、青少

　校理事長賞
西田　魁（丹波養護小１年）…平成20年度南丹美
術工芸教育展（立体作品の部）南丹教育委員会
連絡協議会長賞
平井　魁心（園部幼５歳児）…平成20年度南丹美
術工芸教育展（平面作品の部）南丹教育委員会
連絡協議会長賞
稲葉　希（園部幼５歳児）…平成20年度南丹美術
工芸教育展（平面作品の部）京都府知事賞
松本　楓加（八木中央幼５歳児）…平成20年度南
丹美術工芸教育展（平面作品の部）京都府教育
長賞
廣瀬　龍我（八木中央保５歳児）…平成20年度南
丹美術工芸教育展（平面作品の部）京都府教育
長賞
黒田　恒太（八木中央保５歳児）…平成20年度南
丹美術工芸教育展（平面作品の部）京都伝統工
芸大学校理事長賞

山本　優花（八木東保５歳児）…平成20年度南丹
美術工芸教育展（平面作品の部）京都府知事賞
下野　三郎（みやま保５歳児）…平成20年度南丹
美術工芸教育展（平面作品の部）京都新聞社賞
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展全国審査個人賞特選
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絵画展」京都府瓦工事協同組合理事長賞
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北桑展絵画京都府知事賞

山内　柊（宮島小４年）…第54回青少年読書感想
文京都府コンクール京都府知事賞
飯田　もも（鶴ケ岡小６年）…第38回京都新聞お
話を絵にするコンクール優良賞
小林　のぞみ（鶴ケ岡小４年）…平成20年度京都
府統計グラフコンクール京都府教育長賞
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工芸教育展（立体作品の部）京都伝統工芸大学
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町スポーツ少年団の副本部長、八木アトムズ監
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式
会
社

井
筒
八
ツ
橋
本
舗
」
が
３
月
３
日
に
新

工
場
「
新
光
悦
」
の
し
ゅ
ん
工
式
を
挙

行
。
京
都
市
東
山
区
に
本
店
が
あ
り
、

新
工
場
で
は
、
伝
統
和
菓
子
の
製
造
販

売
や
地
元
産
品
を
生
か
し
た
商
品
の
開

発
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
店
内
に

は
多
目
的
交
流
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
津

田
純
一
社
長
は
「
地
域
の
方
の
語
ら
い

の
場
、
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
活
用

し
た
い
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

５
月
３
日
か
ら
開
店
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲会則など審議が行われ、承認されました

▲地域に開かれた店舗を目指して操業開始

▲魅力あふれる展望が次 と々広がった意見交換

▲桜の木への思いを語り合いながら植樹

行
政

 
ト
ピ
ッ
ク
ス

Topics
人
・
ま
ち
・
世
界
・
文
化
を
結
ぶ

魅
力
の
あ
る
国
際
交
流
都
市
へ

| 

南
丹
市
国
際
交
流
協
会
設
立
総
会 
|

　
こ
れ
ま
で
旧
町
で
取
り
組
ま
れ
て
き

た
国
際
交
流
活
動
を
さ
ら
に
充
実
し
、

「〝
国
際
交
流
都
市
〞
南
丹
市
」
を
実
現

す
る
た
め
の
拠
点
と
な
る
南
丹
市
国
際

交
流
協
会
が
新
た
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
９
月
に
第
１
回
設
立
準
備
会
を

絆
の
桜
よ
、
永
久
に
咲
き
誇
れ

| 

桜
の
植
樹
|

　
市
道
園
部
小
学
校
線
の
拡
幅
改
良
工

事
で
や
む
を
得
ず
伐
採
し
た
市
役
所
駐

車
場
の
７
本
の
桜
の
木
。
こ
れ
は
昭
和

30
年
春
に
園
部
小
学
校
卒
業
生
が
記
念

植
樹
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
を
惜
し
む

卒
業
生
ら
の
思
い
を
受
け
、
４
月
11
日

に
再
び
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
植
樹
に
は
出
席
可
能
な
当
卒
業
生
と

宮
町
・
小
桜
町
区
民
が
会
し
、
佐
々
木

市
長
か
ら
伐
採
に
関
し
て
説
明
不
足
で

あ
っ
た
こ
と
を
謝
罪
。
卒
業
生
か
ら
桜

の
永
久
の
平
安
を
市
に
託
さ
れ
、
久
々

の
再
会
の
機
会
と
な
っ
た
同
級
生
ら
で

和
や
か
に
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
催
以
来
、
市
民
が
中
心
と
な
っ
て
魅

力
の
あ
る
国
際
交
流
協
会
設
立
に
向
け

て
協
議
を
重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
３
月
28
日
に
入
会
希
望
者
や
来
賓

な
ど
お
よ
そ
50
人
が
出
席
の
下
、
設
立

準
備
会
か
ら
提
案
さ
れ
た
設
立
趣
意
・

会
則
な
ど
を
確
認
し
、
同
協
会
が
発
足

し
ま
し
た
。
会
長
に
井
尻
治
氏
が
就

任
、
南
丹
市
国
際
交
流
会
館
を
拠
点
に

活
動
を
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
議
事
終
了
後
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
旧
町
の
取
り
組

み
を
継
続
し
た
姉
妹
都
市
交
流
、
市
内

施
設
な
ど
の
外
国
語
表
記
案
内
の
設

置
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
、

語
学
や
料
理
の
教
室
開
催
な
ど
、
豊
富

な
人
材
や
素
材
を
生
か
し
た
魅
力
的
な

意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

笑
顔
が
集
ま
り
社
会
の
風
吹
く

新
た
な
地
域
づ
く
り
の
拠
点
に

| 

あ
じ
さ
い
園
改
築
工
事
し
ゅ
ん
工
式
|

　
八
木
町
八
木
に
あ
る
南
丹
市
障
害
者

支
援
施
設
あ
じ
さ
い
園
（
明
田
大
成
施

設
長
）
の
別
棟
改
築
工
事
が
完
了
し
、

３
月
31
日
に
関
係
者
や
施
設
利
用
者
出

席
の
下
で
し
ゅ
ん
工
式
を
行
い
ま
し

た
。
平
屋
建
て
の
建
物
を
木
造
２
階
建

て
に
改
築
し
、
１
階
を
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
、
２
階
を
作
業
場
と
し
て
使

用
し
ま
す
。
「
そ
よ
か
ぜ
」
と
名
付
け

ら
れ
た
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

在
宅
の
障
が
い
者
や
地
域
の
方
々
が
気

軽
に
集
え
る
交
流
サ
ロ
ン
と
し
て
広
く

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

南
丹
市
の
将
来
像
を
明
ら
か
に

| 

第
１
回
南
丹
市
都
市
計
画

　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
|

　
南
丹
市
の
都
市
づ
く
り
の
総
合
的
な

指
針
と
な
る
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
の
第
１
回
策
定
委
員
会
を
３
月

27
日
に
園
部
公
民
館
で
開
催
。
佐
々
木

市
長
が
学
識
経
験
者
や
各
種
団
体
代
表

者
な
ど
10
人
の
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付

し
ま
し
た
。
委
員
長
に
は
垣
村
和
男
氏

が
選
出
さ
れ
、
昨
年
12
月
に
実
施
し
た

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
を
基

に
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
要
課
題
な
ど
が

協
議
さ
れ
ま
し
た
。
お
お
む
ね
20
年
後

の
都
市
像
を
展
望
し
た
上
で
、
今
後
10

年
間
の
計
画
策
定
を
進
め
ま
す
。

▲市民アンケートの意見から市民主体のまちづくりを協議

20

▲障がいのある方を中心とした地域の新たな交流拠点完成

南
丹
市
消
防
団
、
こ
こ
に
あ
り

　
| 

南
丹
市
消
防
団
入
退
団
式
・

　
　
　
　
　
　
　
　 

辞
令
交
付
式
|

　
南
丹
市
消
防
団
の
平
成
21
年
度
入
退

団
式
を
４
月
１
日
、
南
丹
市
国
際
交
流

会
館
で
行
い
ま
し
た
。
新
た
に
61
人
が

加
わ
り
、
団
員
数
は
１
，
５
４
０
人
。

　
佐
々
木
市
長
か
ら
益
田
武
彦
氏
に
消

防
団
長
の
辞
令
を
交
付
。
団
長
か
ら
副

団
長
な
ど
へ
辞
令
交
付
し
、
「
地
域
住

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
大
き
な
使
命

を
受
け
た
消
防
団
員
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
、
い
ま
一
度
気
を
引
き
締
め
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
訓
示
。
新
入
団
員
を

代
表
し
て
日
吉
支
団
富
沢
崇
志
団
員
が

「
良
心
に
従
っ
て
忠
実
に
消
防
の
義
務

を
遂
行
し
ま
す
」
と
宣
誓
さ
れ
ま
し
た
。 ▲宣誓する富沢崇志団員（右）

災
害
に
強
く
安
全
な
道
路
整
備

暮
ら
し
に
安
心
、
快
適
な
走
行

| 

天
引
道
路
完
成
式
典
|

　
平
成
７
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
一
般

国
道
３
７
２
号
（
天
引
道
路
）
の
第
２

工
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バ
イ
パ
ス
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（
１
．
３
㎞
）
が
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、
３
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町
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引
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ま
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。
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３
７
２
号
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亀
岡
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南
丹
市
、
兵

庫
県
篠
山
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を
経
由
し
、
姫
路
市
に
至

る
幹
線
道
路
で
、
災
害
時
の
第
１
次
緊

急
輸
送
道
路
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
重
要
な
道
路
で
す
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

と
地
元
の
子
ど
も
た
ち
参
加
の
く
す
玉

開
き
を
行
い
、
渡
り
初
め
を
し
た
後
、

供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

▲出席者全員で真新しい道路を渡り初め

広報なんたん4・5月号 広報なんたん4・5月号

き
ず
な
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京
都
新
光
悦
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（
園
部
町
内
林
町
・

瓜
生
野
）
進
出
５
社
目
の
「
株
式
会
社

井
筒
八
ツ
橋
本
舗
」
が
３
月
３
日
に
新

工
場
「
新
光
悦
」
の
し
ゅ
ん
工
式
を
挙

行
。
京
都
市
東
山
区
に
本
店
が
あ
り
、

新
工
場
で
は
、
伝
統
和
菓
子
の
製
造
販

売
や
地
元
産
品
を
生
か
し
た
商
品
の
開

発
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
店
内
に

は
多
目
的
交
流
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
津

田
純
一
社
長
は
「
地
域
の
方
の
語
ら
い

の
場
、
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
活
用

し
た
い
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

５
月
３
日
か
ら
開
店
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲会則など審議が行われ、承認されました

▲地域に開かれた店舗を目指して操業開始

▲魅力あふれる展望が次 と々広がった意見交換

▲桜の木への思いを語り合いながら植樹
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人
・
ま
ち
・
世
界
・
文
化
を
結
ぶ

魅
力
の
あ
る
国
際
交
流
都
市
へ
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南
丹
市
国
際
交
流
協
会
設
立
総
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こ
れ
ま
で
旧
町
で
取
り
組
ま
れ
て
き

た
国
際
交
流
活
動
を
さ
ら
に
充
実
し
、

「〝
国
際
交
流
都
市
〞
南
丹
市
」
を
実
現

す
る
た
め
の
拠
点
と
な
る
南
丹
市
国
際

交
流
協
会
が
新
た
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
９
月
に
第
１
回
設
立
準
備
会
を

絆
の
桜
よ
、
永
久
に
咲
き
誇
れ

| 

桜
の
植
樹
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市
道
園
部
小
学
校
線
の
拡
幅
改
良
工

事
で
や
む
を
得
ず
伐
採
し
た
市
役
所
駐

車
場
の
７
本
の
桜
の
木
。
こ
れ
は
昭
和

30
年
春
に
園
部
小
学
校
卒
業
生
が
記
念

植
樹
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
を
惜
し
む

卒
業
生
ら
の
思
い
を
受
け
、
４
月
11
日

に
再
び
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
植
樹
に
は
出
席
可
能
な
当
卒
業
生
と

宮
町
・
小
桜
町
区
民
が
会
し
、
佐
々
木

市
長
か
ら
伐
採
に
関
し
て
説
明
不
足
で

あ
っ
た
こ
と
を
謝
罪
。
卒
業
生
か
ら
桜

の
永
久
の
平
安
を
市
に
託
さ
れ
、
久
々

の
再
会
の
機
会
と
な
っ
た
同
級
生
ら
で

和
や
か
に
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
催
以
来
、
市
民
が
中
心
と
な
っ
て
魅

力
の
あ
る
国
際
交
流
協
会
設
立
に
向
け

て
協
議
を
重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
３
月
28
日
に
入
会
希
望
者
や
来
賓

な
ど
お
よ
そ
50
人
が
出
席
の
下
、
設
立

準
備
会
か
ら
提
案
さ
れ
た
設
立
趣
意
・

会
則
な
ど
を
確
認
し
、
同
協
会
が
発
足

し
ま
し
た
。
会
長
に
井
尻
治
氏
が
就

任
、
南
丹
市
国
際
交
流
会
館
を
拠
点
に

活
動
を
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
議
事
終
了
後
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
旧
町
の
取
り
組

み
を
継
続
し
た
姉
妹
都
市
交
流
、
市
内

施
設
な
ど
の
外
国
語
表
記
案
内
の
設

置
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
、

語
学
や
料
理
の
教
室
開
催
な
ど
、
豊
富

な
人
材
や
素
材
を
生
か
し
た
魅
力
的
な

意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

笑
顔
が
集
ま
り
社
会
の
風
吹
く

新
た
な
地
域
づ
く
り
の
拠
点
に
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あ
じ
さ
い
園
改
築
工
事
し
ゅ
ん
工
式
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八
木
町
八
木
に
あ
る
南
丹
市
障
害
者

支
援
施
設
あ
じ
さ
い
園
（
明
田
大
成
施

設
長
）
の
別
棟
改
築
工
事
が
完
了
し
、

３
月
31
日
に
関
係
者
や
施
設
利
用
者
出

席
の
下
で
し
ゅ
ん
工
式
を
行
い
ま
し

た
。
平
屋
建
て
の
建
物
を
木
造
２
階
建

て
に
改
築
し
、
１
階
を
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
、
２
階
を
作
業
場
と
し
て
使

用
し
ま
す
。
「
そ
よ
か
ぜ
」
と
名
付
け

ら
れ
た
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

在
宅
の
障
が
い
者
や
地
域
の
方
々
が
気

軽
に
集
え
る
交
流
サ
ロ
ン
と
し
て
広
く

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

南
丹
市
の
将
来
像
を
明
ら
か
に
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回
南
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市
都
市
計
画

　
マ
ス
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プ
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ン
策
定
委
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会
|

　
南
丹
市
の
都
市
づ
く
り
の
総
合
的
な

指
針
と
な
る
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
の
第
１
回
策
定
委
員
会
を
３
月

27
日
に
園
部
公
民
館
で
開
催
。
佐
々
木

市
長
が
学
識
経
験
者
や
各
種
団
体
代
表

者
な
ど
10
人
の
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付

し
ま
し
た
。
委
員
長
に
は
垣
村
和
男
氏

が
選
出
さ
れ
、
昨
年
12
月
に
実
施
し
た

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
を
基

に
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
要
課
題
な
ど
が

協
議
さ
れ
ま
し
た
。
お
お
む
ね
20
年
後

の
都
市
像
を
展
望
し
た
上
で
、
今
後
10

年
間
の
計
画
策
定
を
進
め
ま
す
。

▲市民アンケートの意見から市民主体のまちづくりを協議
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▲障がいのある方を中心とした地域の新たな交流拠点完成

南
丹
市
消
防
団
、
こ
こ
に
あ
り
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南
丹
市
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退
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付
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南
丹
市
消
防
団
の
平
成
21
年
度
入
退

団
式
を
４
月
１
日
、
南
丹
市
国
際
交
流

会
館
で
行
い
ま
し
た
。
新
た
に
61
人
が

加
わ
り
、
団
員
数
は
１
，
５
４
０
人
。

　
佐
々
木
市
長
か
ら
益
田
武
彦
氏
に
消

防
団
長
の
辞
令
を
交
付
。
団
長
か
ら
副

団
長
な
ど
へ
辞
令
交
付
し
、
「
地
域
住

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
大
き
な
使
命

を
受
け
た
消
防
団
員
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
、
い
ま
一
度
気
を
引
き
締
め
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
訓
示
。
新
入
団
員
を

代
表
し
て
日
吉
支
団
富
沢
崇
志
団
員
が

「
良
心
に
従
っ
て
忠
実
に
消
防
の
義
務

を
遂
行
し
ま
す
」
と
宣
誓
さ
れ
ま
し
た
。 ▲宣誓する富沢崇志団員（右）

災
害
に
強
く
安
全
な
道
路
整
備

暮
ら
し
に
安
心
、
快
適
な
走
行

| 

天
引
道
路
完
成
式
典
|

　
平
成
７
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
一
般

国
道
３
７
２
号
（
天
引
道
路
）
の
第
２

工
区
バ
イ
パ
ス
区
間
（
１
．
３
㎞
）
が

完
成
し
、
３
月
20
日
に
園
部
町
天
引
地

内
で
完
成
式
典
を
行
い
ま
し
た
。
国
道

３
７
２
号
は
亀
岡
市
か
ら
南
丹
市
、
兵

庫
県
篠
山
市
を
経
由
し
、
姫
路
市
に
至

る
幹
線
道
路
で
、
災
害
時
の
第
１
次
緊

急
輸
送
道
路
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
重
要
な
道
路
で
す
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

と
地
元
の
子
ど
も
た
ち
参
加
の
く
す
玉

開
き
を
行
い
、
渡
り
初
め
を
し
た
後
、

供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

▲出席者全員で真新しい道路を渡り初め

広報なんたん4・5月号 広報なんたん4・5月号

き
ず
な
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や
め
た
い
け
れ
ど
や
め
ら
れ
な
い
　

〜
本
気
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
タ
バ
コ
の
こ
と
〜

̶31̶

お元気ですか？

保健師です。

?!

あ
な
た
は
「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　

　

『
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
』
昔
か
ら

よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で
す
が
、
ま
さ
に

ぴ
っ
た
り
な
の
が
『
喫
煙
』
。
喫
煙
の

害
に
関
す
る
研
究
は
半
世
紀
以
上
前
か

ら
世
界
中
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

で
は
、
厚
生
労
働
省
が
平
成
20
年
12
月

に
「
喫
煙
が
原
因
で
年
間
20
万
人
近
く

死
亡
」
と
の
研
究
結
果
を
発
表
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
「
体
に
悪
い
と
分
か
っ
て

い
て
も
や
め
ら
れ
な
い
」
。
そ
れ
は

『
依
存
症
』
と
い
う
病
気
の
た
め
。
タ

バ
コ
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
の
一
つ

「
ニ
コ
チ
ン
」
は
、
麻
薬
と
同
じ
よ
う

な
仕
組
み
で
「
依
存
」
を
引
き
起
こ
す

薬
物
で
す
。
ニ
コ
チ
ン
は
脳
の
神
経
伝

達
物
質
に
作
用
し
、
脳
内
の
快
楽
中
枢

を
刺
激
し
ま
す
。
喫
煙
し
て
ス
ト
レ
ス

が
解
消
さ
れ
た
り
、
仕
事
が
は
か
ど
る

と
思
っ
た
り
す
る
の
は
、
実
は
ニ
コ
チ

ン
に
よ
る
「
錯
覚
」
な
の
で
す
。

あ
な
た
の
“
卒
煙
”
を
支
え
ま
す

　

タ
バ
コ
を
や
め
た
い
け
れ
ど
や
め
ら

れ
な
い
人
へ
の
支
援
も
進
ん
で
い
ま

す
。
平
成
18
年
か
ら
保
険
適
用
に
よ
る

禁
煙
治
療
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
る
に
は
、
次
の
条
件
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
が
前
提
に
な
り
ま
す
。

①
直
ち
に
禁
煙
し
よ
う
と
考
え
て
い
る

②
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

テ
ス
ト
で
５
点
以
上
（
左
表
）

③
ブ
リ
ン
ク
マ
ン
指
数
（
１
日
の
禁
煙

本
数
×
喫
煙
年
数
）
が
２
０
０
以
上

④
禁
煙
治
療
を
受
け
る
こ
と
を
文
書
に

よ
り
同
意
し
て
い
る

　

条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
人
で
も
、

自
費
で
禁
煙
外
来
を
受
診
し
、
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
禁

煙
補
助
剤
と
し
て
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
や

ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
平
成
20
年
か
ら
ニ
コ
チ
ン
を
含

ま
な
い
経
口
薬
（
バ
レ
ニ
ク
リ
ン
）
も

登
場
し
ま
し
た
。

 

喫
煙
者
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

喫
煙
で
問
題
に
な
る
の
は
、
喫
煙
し

な
い
人
も
周
り
の
喫
煙
に
よ
り
有
害
物

質
に
さ
ら
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
。
喫
煙

者
自
身
が
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
吸
い

込
む
主
流
煙
と
比
較
し
て
、
タ
バ
コ
か

ら
立
ち
上
る
副
流
煙
に
含
ま
れ
る
有
害

物
質
の
方
が
何
10
倍
も
多
い
の
で
す
。

タ
バ
コ
の
煙
に
は
約
４
，
０
０
０
種
類

の
化
学
物
質
、
そ
の
う
ち
ニ
コ
チ
ン
な

ど
約
２
０
０
種
類
の
有
害
物
質
、
約
70

種
類
の
発
ガ
ン
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
平
成
15
年
に
受
動
喫
煙

を
防
止
す
る
た
め
の
法
律
（
健
康
増
進

法
）
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律

を
受
け
て
、
公
共
施
設
や
交
通
機
関
の

車
両
や
機
内
で
禁
煙
や
喫
煙
コ
ー
ナ
ー

の
設
定
が
取
り
組
ま
れ
、
分
煙
化
が
広

ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

５
月
31
日
か
ら
６
月
６
日
は
禁
煙
週

間
で
す
。
こ
の
機
会
に
禁
煙
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
？
ま
だ
ま
だ
や
め
る

気
が
な
い
方
も
、
タ
バ
コ
の
煙
が
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
今
一
度
認
識
し
て
い

た
だ
き
、
周
り
に
配
慮
し
た
ス
マ
ー
ト

な
喫
煙
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

ニコチン依存症スクリーニングテスト（表）
※｢はい｣は１点、｢いいえ｣は０点

⑴自分が吸うつもりよりも、ずっと多くのタバコを
吸ってしまうことがある。

⑵禁煙や本数を減らそうと試みてできなかったことが
ある。
⑶禁煙や本数を減らそうとしたときにタバコが欲しく
てたまらなくなることがある。

⑷禁煙や本数を減らしたときに次のどれかがある。
　イライラ、神経質、落ち着かない、集中しにくい、
ゆううつ、頭痛、眠気、胃のむかつき、脈が遅い、
手の振るえ、食欲または体重増加

⑸⑷の症状を消すために、またタバコを吸い始めるこ
とがある。

⑹重い病気にかかったときにタバコは良くないと分
かっているのに吸うことがある。
⑺タバコのために自分に健康問題が起きていると分
かっていても吸うことがある。

⑻タバコのために自分に精神的問題が起きていると分
かっていても吸うことがある。
⑼自分はタバコに依存していると感じる。
⑽タバコが吸えないような仕事やつきあいを避けるこ
とが何度かある。
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「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
ご
存
じ

で
す
か
？
朝
顔
や
ヘ
チ
マ
、
ゴ
ー

ヤ
の
よ
う
な
ツ
ル
性
植
物
を
家
の

窓
下
な
ど
に
植
え
、
垂
ら
し
た
ネ

ッ
ト
に
ツ
ル
を
は
わ
せ
て
作
る
自

然
の
カ
ー
テ
ン
の
こ
と
で
す
。

　
夏
の
日
差
し
が
建
物
に
直
接
当

た
る
と
、
そ
の
熱
の
せ
い
で
夜
で

も
部
屋
の
中
が
暑
く
、
つ
い
エ
ア

コ
ン
の
ス
イ
ッ
チ
に
手
が
伸
び
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
部
屋
の
中

の
カ
ー
テ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
屋

外
で
日
差
し
を
さ
え
ぎ
る
こ
と

で
、
部
屋
を
涼

し
く
保
と
う
と

い
う
の
が
こ
の

緑
の
カ
ー
テ
ン

で
す
。
ま
た
、

た
っ
ぷ
り
水
を

吸
い
込
ん
だ
葉
の
間
を
風
が
通
り

抜
け
、
家
中
に
涼
や
か
な
空
気
を

運
ん
で
く
れ
ま
す
。
美
し
い
花
が

咲
け
ば
、
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

野
菜
な
ど
を
収
穫
す
る
楽
し
み
も

あ
り
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
植
え

て
、
毎
日
の
成
長
記
録
を
つ
け
る

の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
夏
は
地
球
に
も
、
財
布
に

も
優
し
い
天
然
の
エ
ア
コ
ン
で
暑

さ
を
乗
り
切
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
？
さ
あ
、
さ
っ
そ
く
準
備

を
始
め
ま
し
ょ
う
！

　
作
り
方
は
、
京
都
府
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
）
に
詳
し
く
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
役
所
に
チ
ラ
シ

な
ど
も
置
い
て
い
ま
す
。

広報なんたん4・5月号

　
私
の
職
種
は
村
落
開
発

普
及
員
、
簡
単
に
言
う
と

村
落
部
の
住
民
が
よ
り
良

く
暮
ら
せ
る
た
め
に
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
く
仕
事
だ
。

日
本
で
も
戦
後
「
生
改
さ

ん（
生
活
改
良
普
及
員
）」

と
呼
ば
れ
る
人
が
農
村
を

巡
回
し
、
生
活
を
助
け
て
き
た
そ
う
だ
。

　
私
が
派
遣
さ
れ
た
マ
ラ
ウ
イ
の
農
村
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
自
給
自
足
生
活
に
貨
幣
経

済
が
入
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
追
い

つ
い
て
い
な
い
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
言
え

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
現
金
収
入
の
た
め
に

若
い
男
性
は
南
ア
フ
リ
カ
に
出
稼
ぎ
に
行
っ

て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、
母
子
家
庭
、
エ
イ

ズ
、
食
糧
不
足
、
子
ど
も
の
就
学
率
低
下
、

早
婚
…
。
一
見
、
冗
談
を
言
っ
て
笑
っ
て
私

を
迎
え
て
く
れ
る
楽
し
そ
う
な
お
ば
ち
ゃ
ん

た
ち
に
も
こ
の
負
の
チ
ェ
ー
ン
が
巻
き
付
い

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

　
そ
れ
で
も
、
新
し
い
こ
と
に
好
奇
心
旺 

盛
。
私
は
地
元
の
穀
物
や
野
菜
、
果
物
を
使

っ
た
ス
ナ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ム
、
ジ
ュ
ー
ス
作
り

を
教
え
た
。
農
民
た
ち
は
、
毎
週
材
料
を
準

備
し
て
私
を
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。
私
も
楽

し
か
っ
た
。
川
か
ら
運
ん
だ
粘
土
で
土
鍋
を

焼
い
た
り
、
砂
ま
み
れ
の
乾
燥
キ
ノ
コ
を
一

緒
に
お
い
し
く
料
理
し
た
り
、
葉
っ
ぱ
（
雑

草
?!
）
を
重
曹
で
あ
く
抜
き
す
る
食
べ
方
を

教
わ
っ
た
り
、
木
の
葉
を
蒸
し
た
蒸
気
で

の
ど
の
痛
み
を
治
癒
し
て
も
ら
っ
た
り
。

　
農
民
た
ち
は
私
が
教
え
た
加
工
食
品
で
行

商
を
始
め
た
。
お
金
を
グ
ル
ー
プ
で
管
理
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
り
、
帳
簿
を
付
け
る
こ

と
も
教
え
た
。
任
期
が
終
わ
る
３
カ
月
前
、

グ
ル
ー
プ
は
自
分
た
ち
の
店
を
持
つ
た
め
に

立
ち
上
が
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
の
や
る
気
を
何

と
か
実
現
さ
せ
よ
う
と
、
私
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
独

立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）に
予
算
を
申

請
。
そ
し
て
帰
国
直
前
に
建
物
は
建
っ
た
。

　
そ
こ
に
在
る
人
の
力
を
一
つ
に
し
、
そ
こ

に
有
る
農
産
物
に
手
を
加
え
て
価
値
を
生
む

こ
と
。
そ
れ
を
生
活
向
上
や
喜
び
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
実
践
し
て
い
っ
た
農
民
た
ち
に
私

は
勇
気
を
も
ら
っ
て
日
本
へ
向
か
っ
た
。

　2006年10月～2008年
10月までの2年間、青年
海外協力隊としてアフ
リカのマラウイ共和国
へ。現地の生活を通し
て体験したことをつづ
っていただきました。

首都：リロングウェ
面積：11.8万平方㍍（北海

道と九州を合わせ
たほどの面積）

人口：約1,320万人
（2006年、世界銀行
統計）

渋谷 明香里 さん

マラウイ共和国

美山町内久保出身。

〈 後 編 〉

地
球
と
財
布
に
も
優
し
い

　「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
の
ス
ス
メ

ツ
ル
伸
び
て

　涼
風
運
ぶ

　緑
夏
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　環
境
課

環・境・市・民

―第7回―

～環境にやさしい生活
　　　　　　　始めましょう～

　さ
ぁ
始
め
よ
う
！

　

    

家
庭
で
で
き
る
温
暖
化
対
策

http://w
w
w
.

kcfca.or.jp

▲加工指導する渋谷さん（左）
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「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
ご
存
じ

で
す
か
？
朝
顔
や
ヘ
チ
マ
、
ゴ
ー

ヤ
の
よ
う
な
ツ
ル
性
植
物
を
家
の

窓
下
な
ど
に
植
え
、
垂
ら
し
た
ネ

ッ
ト
に
ツ
ル
を
は
わ
せ
て
作
る
自

然
の
カ
ー
テ
ン
の
こ
と
で
す
。

　
夏
の
日
差
し
が
建
物
に
直
接
当

た
る
と
、
そ
の
熱
の
せ
い
で
夜
で

も
部
屋
の
中
が
暑
く
、
つ
い
エ
ア

コ
ン
の
ス
イ
ッ
チ
に
手
が
伸
び
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
部
屋
の
中

の
カ
ー
テ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
屋

外
で
日
差
し
を
さ
え
ぎ
る
こ
と

で
、
部
屋
を
涼

し
く
保
と
う
と

い
う
の
が
こ
の

緑
の
カ
ー
テ
ン

で
す
。
ま
た
、

た
っ
ぷ
り
水
を

吸
い
込
ん
だ
葉
の
間
を
風
が
通
り

抜
け
、
家
中
に
涼
や
か
な
空
気
を

運
ん
で
く
れ
ま
す
。
美
し
い
花
が

咲
け
ば
、
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

野
菜
な
ど
を
収
穫
す
る
楽
し
み
も

あ
り
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
植
え

て
、
毎
日
の
成
長
記
録
を
つ
け
る

の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
夏
は
地
球
に
も
、
財
布
に

も
優
し
い
天
然
の
エ
ア
コ
ン
で
暑

さ
を
乗
り
切
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
？
さ
あ
、
さ
っ
そ
く
準
備

を
始
め
ま
し
ょ
う
！

　
作
り
方
は
、
京
都
府
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
）
に
詳
し
く
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
役
所
に
チ
ラ
シ

な
ど
も
置
い
て
い
ま
す
。
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私
の
職
種
は
村
落
開
発

普
及
員
、
簡
単
に
言
う
と

村
落
部
の
住
民
が
よ
り
良

く
暮
ら
せ
る
た
め
に
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
く
仕
事
だ
。

日
本
で
も
戦
後
「
生
改
さ

ん（
生
活
改
良
普
及
員
）」

と
呼
ば
れ
る
人
が
農
村
を

巡
回
し
、
生
活
を
助
け
て
き
た
そ
う
だ
。

　
私
が
派
遣
さ
れ
た
マ
ラ
ウ
イ
の
農
村
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
自
給
自
足
生
活
に
貨
幣
経

済
が
入
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
追
い

つ
い
て
い
な
い
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
言
え

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
現
金
収
入
の
た
め
に

若
い
男
性
は
南
ア
フ
リ
カ
に
出
稼
ぎ
に
行
っ

て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、
母
子
家
庭
、
エ
イ

ズ
、
食
糧
不
足
、
子
ど
も
の
就
学
率
低
下
、

早
婚
…
。
一
見
、
冗
談
を
言
っ
て
笑
っ
て
私

を
迎
え
て
く
れ
る
楽
し
そ
う
な
お
ば
ち
ゃ
ん

た
ち
に
も
こ
の
負
の
チ
ェ
ー
ン
が
巻
き
付
い

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

　
そ
れ
で
も
、
新
し
い
こ
と
に
好
奇
心
旺 

盛
。
私
は
地
元
の
穀
物
や
野
菜
、
果
物
を
使

っ
た
ス
ナ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ム
、
ジ
ュ
ー
ス
作
り

を
教
え
た
。
農
民
た
ち
は
、
毎
週
材
料
を
準

備
し
て
私
を
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。
私
も
楽

し
か
っ
た
。
川
か
ら
運
ん
だ
粘
土
で
土
鍋
を

焼
い
た
り
、
砂
ま
み
れ
の
乾
燥
キ
ノ
コ
を
一

緒
に
お
い
し
く
料
理
し
た
り
、
葉
っ
ぱ
（
雑

草
?!
）
を
重
曹
で
あ
く
抜
き
す
る
食
べ
方
を

教
わ
っ
た
り
、
木
の
葉
を
蒸
し
た
蒸
気
で

の
ど
の
痛
み
を
治
癒
し
て
も
ら
っ
た
り
。

　
農
民
た
ち
は
私
が
教
え
た
加
工
食
品
で
行

商
を
始
め
た
。
お
金
を
グ
ル
ー
プ
で
管
理
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
り
、
帳
簿
を
付
け
る
こ

と
も
教
え
た
。
任
期
が
終
わ
る
３
カ
月
前
、

グ
ル
ー
プ
は
自
分
た
ち
の
店
を
持
つ
た
め
に

立
ち
上
が
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
の
や
る
気
を
何

と
か
実
現
さ
せ
よ
う
と
、
私
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
独

立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）に
予
算
を
申

請
。
そ
し
て
帰
国
直
前
に
建
物
は
建
っ
た
。

　
そ
こ
に
在
る
人
の
力
を
一
つ
に
し
、
そ
こ

に
有
る
農
産
物
に
手
を
加
え
て
価
値
を
生
む

こ
と
。
そ
れ
を
生
活
向
上
や
喜
び
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
実
践
し
て
い
っ
た
農
民
た
ち
に
私

は
勇
気
を
も
ら
っ
て
日
本
へ
向
か
っ
た
。

　2006年10月～2008年
10月までの2年間、青年
海外協力隊としてアフ
リカのマラウイ共和国
へ。現地の生活を通し
て体験したことをつづ
っていただきました。

首都：リロングウェ
面積：11.8万平方㍍（北海

道と九州を合わせ
たほどの面積）

人口：約1,320万人
（2006年、世界銀行
統計）

渋谷 明香里 さん

マラウイ共和国

美山町内久保出身。

〈 後 編 〉

地
球
と
財
布
に
も
優
し
い

　「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
の
ス
ス
メ

ツ
ル
伸
び
て

　涼
風
運
ぶ

　緑
夏
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　環
境
課

環・境・市・民

―第7回―

～環境にやさしい生活
　　　　　　　始めましょう～

　さ
ぁ
始
め
よ
う
！

　

    

家
庭
で
で
き
る
温
暖
化
対
策

http://w
w
w
.

kcfca.or.jp

▲加工指導する渋谷さん（左）
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身
近
な
命
と
の
出
会
い
、
本
で
確
か
め
よ
う

身
近
な
命
と
の
出
会
い
、
本
で
確
か
め
よ
う

　
水
の
入
っ
た
田
ん
ぼ
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
楽
し
げ
な
カ
エ
ル
の
大
合

唱
♪
さ
て
、
こ
の
カ
エ
ル
は
何
て
い
う
名
前
で
、
日
本
に
は
何
種
類
の

カ
エ
ル
が
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
「
？
」
の
答
え
探
し
は
図
書
館
で
！

　
日
吉
図
書
室
所
蔵
の
『
ず
ら
〜

り
カ
エ
ル
』
に
よ
る
と
、
日
本
に

は
43
種
類
の
カ
エ
ル
が
い
る
そ
う

で
す
。
そ
の
カ
エ
ル
の
写
真
が
、

ず
ら
〜
り
全
員
集
合
。
普
段
よ
く

見
か
け
る
の
は
、
ど
の
カ
エ
ル
な

の
で
し
ょ
う
。

　
庭
に
訪
れ
る
野
鳥
に
も
、
足
元

の
小
さ
な
草
花
に
も
、
生
き
物
の

す
べ
て
に
名
前
が
あ
り
ま
す
。

「
毎
年
こ
の
時
期
に
見
か
け
る
け

れ
ど
、
何
て
い
う
名
前
な
の
か
な

ぁ
」
と
皆
さ
ん
一
度
は
思
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
だ
っ
た
ら
、さ
ぁ
、図
書
館
へ
！

南
丹
市
立
図
書
館
は
、
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
、
皆
さ
ん

の
知
的
好
奇
心
を
応
援
し
ま
す
。

  

豊
か
で
安
心
で
き
る

  

　
　
　暮
ら
し
を
目
指
し
て
！ 

　
私
た
ち
は
日
々
、
多
く
の
物
を
消

費
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。
で

も
、
消
費
生
活
が
豊
か
に
な
っ
た
反

面
、
悪
徳
商
法
や
詐
欺
な
ど
の
被
害

に
あ
っ
た
り
、
多
重
債
務
に
陥
っ
た

り
す
る
な
ど
の
ケ
ー
ス
が
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
暮
ら
し
に
ホ
ッ
と
」
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
消
費
生
活

に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

  

ま
ず
は
ご
相
談
を
！

　
「
悪
質
商
法
に
引
っ
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
」
「
訪
問
販
売
で
商
品
購
入

の
契
約
を
し
た
が
解
約
し
た
い
」

「
多
重
債
務
で
返
済
に
悩
ん
で
い

る
」
な
ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

南
丹
市
商
工
観
光
課

　
℡
０
７
７
１
―
６
８
―
０
０
５
０

　
　
　
お
よ
び
各
支
所
産
業
建
設
課

京
都
府
南
丹
広
域
振
興
局

　
　
　
　

　
　
　
　
　商
工
労
働
観
光
室

　
℡
０
７
７
１
―
２
３
―
４
４
３
８

・
巡
回
相
談
（
予
約
制
）

　
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

　
午
前
11
〜
12
時
、
午
後
１
〜
３
時

　
京
都
府
園
部
総
合
庁
舎
（
Ｊ
Ｒ
園

　
部
駅
か
ら
徒
歩
５
分
）

京
都
府
消
費
生
活
安
全
セ
ン
タ
ー

・
く
ら
し
の
相
談

　
℡
０
７
５
―
６
７
１
―
０
０
０
４

・
ヤ
ミ
金
・
多
重
債
務
相
談

　
℡
０
７
５
―
６
７
１
―
０
０
４
４

『
社
長
は
食
べ
ら
れ
ま
し
た
』

　
敬
語
を
正
し
く
使
う
こ
と

は
難
し
い
で
す
ね
。
悩
み
す
ぎ

て
、
こ
の
本
の
タ
イ
ト
ル
の
よ

う
に
苦
笑
さ
れ
て
い
な
い
か
、

人
ご
と
で
は
な
い
で
す
ね
。
さ

あ
、
一
緒
に〝
敬
語
力
〞を
学
び

ま
し
ょ
う
。

　
世
界
一
の
山
、
川
、
岩
…
。

そ
の
迫
力
を
十
分
に
、
見
開

き
１
２
０
㎝
も
あ
る
大
型
写

真
で
紹
介
し
て
い
る
絵
本
で

す
。
ペ
ー
ジ
を
開
く
た
び
、「
う

わ
ー
」
と
い
う
歓
声
が
聞
こ

え
て
き
そ
う
で
す
。

著

　：
山
田

　永

発
行
：
集
英
社

監
修
：
千
葉

　と
き
子

発
行
：
チ
ャ
イ
ル
ド
本
社

（
商
工
観
光
課
）
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中央図書館　TEL（0771）68－0080
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（休館日：毎週月曜日・祝日）

http://library.intra.city.nantan.kyoto.jp/
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消
費
生
活
相
談
窓
口

『ここがせかいいち！』

「インターネットショッ
ピング」は、価格が安い、
便利など魅力の多いショッ
ピング方法。でも、通信販
売にはクーリングオフ制度
の適用がないことをご存じ
ですか？
　返品に関する特約などの
情報をしっかりチェックし
てから購入の判断をしま
しょう！
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身
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田
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ぼ
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ら
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こ
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て
く
る
楽
し
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な
カ
エ
ル
の
大
合

唱
♪
さ
て
、
こ
の
カ
エ
ル
は
何
て
い
う
名
前
で
、
日
本
に
は
何
種
類
の

カ
エ
ル
が
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
「
？
」
の
答
え
探
し
は
図
書
館
で
！

　
日
吉
図
書
室
所
蔵
の
『
ず
ら
〜

り
カ
エ
ル
』
に
よ
る
と
、
日
本
に

は
43
種
類
の
カ
エ
ル
が
い
る
そ
う

で
す
。
そ
の
カ
エ
ル
の
写
真
が
、

ず
ら
〜
り
全
員
集
合
。
普
段
よ
く

見
か
け
る
の
は
、
ど
の
カ
エ
ル
な

の
で
し
ょ
う
。

　
庭
に
訪
れ
る
野
鳥
に
も
、
足
元

の
小
さ
な
草
花
に
も
、
生
き
物
の

す
べ
て
に
名
前
が
あ
り
ま
す
。

「
毎
年
こ
の
時
期
に
見
か
け
る
け

れ
ど
、
何
て
い
う
名
前
な
の
か
な

ぁ
」
と
皆
さ
ん
一
度
は
思
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
だ
っ
た
ら
、さ
ぁ
、図
書
館
へ
！

南
丹
市
立
図
書
館
は
、
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
、
皆
さ
ん

の
知
的
好
奇
心
を
応
援
し
ま
す
。

  

豊
か
で
安
心
で
き
る

  

　
　
　暮
ら
し
を
目
指
し
て
！ 

　
私
た
ち
は
日
々
、
多
く
の
物
を
消

費
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。
で

も
、
消
費
生
活
が
豊
か
に
な
っ
た
反

面
、
悪
徳
商
法
や
詐
欺
な
ど
の
被
害

に
あ
っ
た
り
、
多
重
債
務
に
陥
っ
た

り
す
る
な
ど
の
ケ
ー
ス
が
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
暮
ら
し
に
ホ
ッ
と
」
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
消
費
生
活

に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

  

ま
ず
は
ご
相
談
を
！

　
「
悪
質
商
法
に
引
っ
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
」
「
訪
問
販
売
で
商
品
購
入

の
契
約
を
し
た
が
解
約
し
た
い
」

「
多
重
債
務
で
返
済
に
悩
ん
で
い

る
」
な
ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

南
丹
市
商
工
観
光
課

　
℡
０
７
７
１
―
６
８
―
０
０
５
０
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よ
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各
支
所
産
業
建
設
課

京
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府
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広
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局
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工
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働
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光
室
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０
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７
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２
３
―
４
４
３
８

・
巡
回
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談
（
予
約
制
）

　
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

　
午
前
11
〜
12
時
、
午
後
１
〜
３
時

　
京
都
府
園
部
総
合
庁
舎
（
Ｊ
Ｒ
園

　
部
駅
か
ら
徒
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５
分
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京
都
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・
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債
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℡
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６
７
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０
０
４
４

『
社
長
は
食
べ
ら
れ
ま
し
た
』

　
敬
語
を
正
し
く
使
う
こ
と

は
難
し
い
で
す
ね
。
悩
み
す
ぎ

て
、
こ
の
本
の
タ
イ
ト
ル
の
よ

う
に
苦
笑
さ
れ
て
い
な
い
か
、

人
ご
と
で
は
な
い
で
す
ね
。
さ

あ
、
一
緒
に〝
敬
語
力
〞を
学
び

ま
し
ょ
う
。

　
世
界
一
の
山
、
川
、
岩
…
。

そ
の
迫
力
を
十
分
に
、
見
開

き
１
２
０
㎝
も
あ
る
大
型
写

真
で
紹
介
し
て
い
る
絵
本
で

す
。
ペ
ー
ジ
を
開
く
た
び
、「
う

わ
ー
」
と
い
う
歓
声
が
聞
こ

え
て
き
そ
う
で
す
。
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八
木
町
山
室
に
伝
わ
る
初
夏
の
郷
土

食
「
や
ま
む
ろ
団
子
」。サ
ン
キ
ラ
イ
（
サ

ル
ト
リ
イ
バ
ラ
）の
葉
２
枚
に
挟
ま
れ
た

白
と
ヨ
モ
ギ
の
団
子
が
、大
き
な
竹
の
皮

に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。田
植
え
の
こ
ろ
に

作
ら
れ
る
素
朴
な
団
子
で
、き
な
粉
を
つ

け
て
頂
き
ま
す
。

　

か
つ
て
は
田
植
え
仕
事
の
合
間
の
お

や
つ
や
、手
伝
い
に
来
ら
れ
る
早
乙
女
さ

ん
の
お
土
産
と
し
て
、山
室
の
ど
こ
の
農

家
で
で
も
作
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。昔

人
の
知
恵
で
、サ
ン
キ
ラ
イ
の
葉
に
も
竹

の
皮
に
も
、殺
菌
作
用
が
あ
る
と
さ
れ
、

農
作
業
の
忙
し
い
折
に
日
持
ち
も
腹
持

ち
も
良
い
の
で
重
宝
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

隣
近
所
共
同
で
田
植
え
仕
事
を
す
る
こ

と
も
少
な
く
な
っ
た
今
で
は
、家
庭
で
団

子
を
作
ら
れ
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

11
人
で
活
動
さ
れ
て
い
る
山
室
農
産

加
工
グ
ル
ー
プ
で
は
、こ
の
「
や
ま
む
ろ

団
子
」を
今
に
伝
え
よ
う
と
、毎
年
４
月

上
旬
の
大
堰
川
さ
く
ら
祭
り
で
屋
台
に

並
べ
ら
れ
る
ほ
か
、地
域
の
方
か
ら
注
文

を
受
け
一
季
節
に
１
，０
０
０
個
ほ
ど
作

ら
れ
ま
す
。材
料
は
す
べ
て
地
元
で
と
れ

た
も
の
が
使
わ
れ
、き
な
粉
も
会
員
が
大

豆
か
ら
丁
寧
に
手
作
り
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
「
こ
の
地
域
だ
け
に
伝
わ
る
も
の
で
、

こ
こ
に
し
か
な
い
味
を
絶
や
す
の
は

も
っ
た
い
な
い
と
い
う
思
い
で
作
り
続

け
て
い
ま
す
。こ
う
し
て
皆
で
寄
っ
て
こ

そ
で
き
る
こ
と
で
、１
人
で
は
と
て
も
で

き
ま
せ
ん
。若
い
方
に
も
入
っ
て
い
た
だ

け
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
」と
話
す
代
表
の

松
本
多
美
子
さ
ん
。女
性
た
ち
の
優
し
い

ま
な
ざ
し
と
温
か
い
手
が
、蒸
し
た
て
の

団
子
の
ぬ
く
も
り
に
重
な
っ
て
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

「やまむろ団子」
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ライの葉（120 枚）、きな粉（適量）※きな
粉用の砂糖、塩

山室農産加工グループ
代表  松本 多美子さん

TEL：（0771）42-3398

【作り方】
① 米粉、もち粉、塩を混ぜ合わせ、熱湯を

入れて丁寧にこねる。
② 10等分にして、丸めて薄く山形にして、上

に穴をあけ、45分程蒸し器に入れて蒸す。
③ きねでなめらかになるまでよくつく。
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※コツ !
 ・材料をよく混ぜて丁寧にこねること。
 ・蒸しむらのないように、ぴかっと光るくらい

によく蒸すこと。

▲くるくるっと丸めた団子をサンキライの葉で挟みます

この土地にだけ伝わる味を、ずっと宝に

〜山室農産加工グループ〜

★ヨモギ
　ヨモギはよく洗い、炭酸でゆがく。ゆで上

がったヨモギを水洗いして固く絞り、蒸し
器に入れて温め、きねでつぶしておく。



お詫びと訂正　　広報なんたん11月号の記事に次のとおり誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
13ページ…（誤）藤林裕子さん⇒（正）藤井裕子さん

「
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
異
文
化
と
の
出
会
い
」

▲「被告人は有罪か？」自分の考えを出し合う参加者

▲「妻、母だから」との重責が妻を苦しめたと話す広岡さん

▲上昇気流を捕まえて高く、長く飛行

 男女が共に尊重し合える男女共同参
画社会の実現を目指すフォーラムが
南丹市国際交流会館で開催され、園
部女性の館が着物リフォーム・さをり
織りファッションショーでオープニン
グを華やかに飾りました。中央大学法
学部教授の広岡守穂氏による『妻が
僕を変えた日』と題した講演では、
「結婚して10年、妻の『自分育て』の
チャンスを奪ってはいけない、自分以外
の誰が妻を支えてやれるのかとやっと
気付けた」と参加者に語られました。

 日本パラグライダー協会公認のパラグ
ライダーチャレンジリーグ第１戦が、南
丹市・亀岡市上空で繰り広げられました
（バーズパラグライダスクール・八木町
観光協会主催）。携帯型ＧＰＳを用いて
定められたポイントを経由しながら、時
間や距離を競ってゴールを目指す競技
で、競技者には地形や気象条件の観察
力、判断力が問われます。結果、全地点
を通過した選手はありませんでしたが、
山すそを優雅に舞う色とりどりのパラ
グライダーに、立ち止まって空を見上げ
る人々の姿がありました。

 裁判員制度を理解し、評議を模擬体験す
る機会として、京都弁護士会による「裁判
員制度を知ろう」が２月28日に南丹市国
際交流会館で開催されました。参加者およ
そ20人が、ビデオで事件の概要を見た後、
被告人が有罪か無罪か、有罪だとしたらど
んな刑にするべきかを評議しました。参加
した園部町の男性は「評議の場を体験した
ことは良い経験になった。自分がもし裁判
員に選ばれたら、責任は重いが参加しよう
と思う」と感想を述べられました。

「『
自
分
を
育
て
る
時
間
』互
い
に
応
援
」

「
風
を
読
み
、鳶
を
見
て
操
る
大
空
の
競
技
」

ト
ビ

「
あ
な
た
の
視
点
、
感
覚
を
裁
判
に
反
映
」

（
３
／
15
　
Ｊ
Ｐ
Ａ
公
認
「
京
の
都
カ
ッ
プ
」
２
０
０
９
）

　『「用の美の空間2009」～京都南丹地
域にとけこむ工芸品～』と題した工芸作品
展が美山かやぶき美術館で開催されまし
た。南丹地域ゆかりの職人による陶芸や木
工などの作品や京都伝統工芸大学校の学
生による仏彫、漆芸などの作品が、築150
年に及ぶ北山型入母屋づくりのかやぶき
民家の館内に並べられました。屋根裏にも
展示し、明かりや空間を使って趣を演出。
若手職人による技の実演（土、日曜日の
み）、工芸品の販売もあり、大阪などの遠方
からはるばる来られた方の姿もありました。

（
２
／
28
　
裁
判
員
制
度
を
知
ろ
う
）

　日吉国際交流協会臨時総会記念
事業として同協会主催の「楽しい文
化サロン」がとーくほーる（日吉殿田
活力倍増センター）で開催されまし
た。（財）京都府国際センター登録ボ
ランティアの方４人が海外生活の体
験談や思い出、苦労話をそれぞれ紹
介。次に兵庫県篠山市の「モンゴル
の里」で生活するス・ボイントクス君
が、ため息の出るような見事な馬頭
琴の演奏をし、妹のス・ホロンタイち
ゃんがかわいらしい歌声を披露。そ
して、南丹市在住の徐希寧さんが、韓
国重要無形文化財指定の伝統的な
韓国舞踊を優雅に演舞し、およそ50
人が異文化芸術に触れるひとときを
過ごしました。
　日吉国際交流協会は同日開催され
た臨時総会において、３月28日に設
立する南丹市国際交流協会への移行
を決定し、市全域への拡大に向けた
発展的な解散となりました。

（
３
／
８
　
第
３
回
南
丹
市
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
キ
ラ
リ
な
ん
た
ん
！
』
）

「
日
常
使
い
の
中
に
あ
る
美
を
求
め
て
」

（
４
／
１
〜
26
　
京
都
伝
統
工
芸
職
人
展
）

広報なんたん4・5月号 広報なんたん4・5月号

まちの話題を紹介します

▲時の流れを忘れるような屋根裏の展示空間

　「ブランド京野菜」認証事業発足
20周年を記念し、南丹地域の京野菜
生産者約３００人が南丹市国際交流会
館に集いました（南丹地域特産物育成
協議会主催）。京都青果合同株式会社
の松本雄治氏は「メディアを利用した
宣伝と消費者ニーズを的確に捉えた販
路の開拓が必要」と講演。
　２市１町の生産者３組による発表で
は、20年前にみず菜農家に転身され
た八木町の綿井幸二さんが、苦労の体
験や息子が新たな農業の担い手となっ
た喜びを述べられました。

▲みず菜栽培20年の苦楽を語る綿井さん

「
手
足
と
勇
気
で
登
る

  
15ｍ
の
壁
に
挑
戦
！
」

　山岳救助隊の訓練施設として園部消防署日吉出張所
に設置された人工壁を使ってロッククライミング体験が
行われました。参加した24人の親子らは指導を受けた
後、赤、青、黄、緑のホールドが取り付けられた15ｍの垂
直の壁に次々と挑戦。思うように登れない悔しさと恐怖
心から泣き出す子や、「次は赤色だけで登る！」と何度も
挑む子もいました。原野信孝園部消防署長は「将来消
防士を目指してくれる子どもが増えることを期待します」
と話されていました。

▲

登
り
は
も
ち
ろ
ん
、
下
降
す
る
の
に
も
勇
気
が
要
る
！

「
新
鮮
な
『
お
い
し
い
』
家
庭
に
届
け
る

　   

京
野
菜
農
家
は
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
」

（
２
／
27
　
京
野
菜
生
産
者
の
つ
ど
い
）

（
３
／
20
　
親
子
防
火
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
）

（
３
／
15
　
第
３
回
楽
し
い
文
化
サ
ロ
ン
）

▲静と動が織り成す優雅な韓国舞踊を披露する徐さん

27 26

ソウ ヒ ヨン
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５
月
の
季
語
に
「
薫
風
（
く
ん

ぷ
う
）
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
初
夏
の
薫
り
を
の
せ
て
新
緑

の
間
か
ら
吹
い
て
く
る
さ
わ
や
か

な
風
の
こ
と
。
な
ん
と
も
か
ぐ
わ

し
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

自
分
が
表
現
し
た
い
こ
と
を
言
葉

に
置
き
換
え
る
難
し
さ
は
記
事
作

成
時
に
痛
感
し
ま
す
。
で
も
ば
っ

ち
り
当
て
は
ま
る
言
葉
が
見
つ

か
っ
た
と
き
の
気
分
は
痛
快
で
す
。

（
Ａ
）
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※
担
任
の
先
生
、
担
当
教
科
の
先
生

の
講
評
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●総人口：34,965人（－169)
（男：16,798人・女：18,167人）

（－107） （－62）

●世帯数：13,434世帯（－68)
（平成21年4月1日現在）

（　）内は前月比　

「
海
ぞ
く
ポ
ケ
ッ
ト
」

松
本　

和
樹
さ
ん
（
６
年
）

▼
か
み
な
り
ト
ケ
ッ
ポ
の
話
の
様
子
を
生
き

生
き
と
切
り
絵
で
表
し
ま
し
た
。
色
使
い
も

工
夫
し
、
丁
寧
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

ゆ
う 

だ
い

ひ
ろ  

せ

広
瀬　

優
大
く
ん 

（
１
歳
４
カ
月
）

●
八
木
町

「
元
気
に
す
く
す
く
大
き
く
な
っ
て
ね
」

（
じ
い
じ・ば
あ
ば
よ
り
）

ゆう だいひろ  せ

広瀬　優大くん （１歳４カ月）
●八木町

「元気にすくすく大きくなってね」
（じいじ・ばあばより）

　

「
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ブ
」仲

野　

玲
菜
さ
ん
（
５
年
）

▼

大
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
画
面
い
っ
ぱ

い
に
生
き
生
き
と
表
現
で
き
ま
し
た
。
今
に

も
声
が
聞
こ
え
そ
う
で
す
。

【特 集】

「
う
ち
ゅ
う
」

角
山　

翔
太
朗
さ
ん
（
５
年
）

▲広い広い宇宙へ向かって飛び立って
いくロケットの勢いが伝わってくる夢
いっぱいの作品です。

「
お
ひ
さ
ま
パ
ン
」坂

田　

玲
慧
さ
ん
（
６
年
）

▲細かい所まで丁寧にカッターで切り
抜き、カラフルで楽しい切り絵の作品
ができました。

「地域の元気」づくりから
　　　　　「人々の笑顔」へ


